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１ 葛飾区の概要 

 
○ 位置 

葛飾区は東京都の東北端に位置し、東は江戸川を境に千葉県松戸市に、西は足立

区、南は荒川を隔てて墨田区と江戸川区に、北は大場川を隔てて埼玉県三郷市と２市３

区に接している。 

 

○ 地勢 

地形は南北にやや長く約９．８ｋｍ、東西は約７．３km、面積は３４．８４ｋ㎡と２３区中７番

目の広さをもち、区部の約５．８％を占めている。区全体が平坦な土地で、海抜２．５ｍの

水元、柴又地区から、マイナス１ｍの新小岩地区へと北から南へわずかながら傾斜してい

る。 

 

○ 区の人口 

４４５，１０８人（男 ２２３，３３８人、 女 ２２１，７７０人） 

○ 世帯数 

      ２１２，３１５世帯 

○ 区の花                         ○ 区の木 

        

 花しょうぶ                         しだれ柳 

 

                        

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成２１年4月1日現在）                                   
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２ 葛飾区立図書館のあゆみ 

昭和   

24. 1 当区最初の図書館として、本田町１７番地に葛飾図書館（現・立石図書館）開設。面積９０㎡

余、約３，０００冊の蔵書で発足。入館料大人２円、子ども１円。（当時ハガキ１枚２円） 

25. 4 「図書館法」の制定により、入館料の徴収を廃止。 

26. 3 第１回レコードコンサート開始。クラシック、ポピュラーそれぞれ解説者をつけて、土曜日の夜、

閉館後に開催。（現・立石図書館） 

28. 4 団体貸出業務開始。各分野の図書を詰め合わせた１０冊を１パックとし、５０冊まで１ヶ月貸し

出す。 

30. 7 隣接の旧本田職業安定所の建物を改築して現在地（立石一丁目９番１号）に移転。 

35. 4 夜間開館（午後６時まで）始まる。貸出冊数１人２冊とし、貸出期間１０日間とする。 

39. 4 平日の開館時間を、午後8時までに延長。 

42. 4 旧新宿支所跡（新宿三丁目７番１号）に「葛飾区教育センター」を建設。センター内に教育研

究所などと併設で、葛飾区立葛飾図書館開館（４月２０日）。貸出方式にブラウン方式を採用。

（以後全館この方式となる） 旧葛飾図書館は「葛飾区立立石図書館」に改称。 

 5 葛飾図書館内に郷土資料室を開設。 

 9 団体貸出業務を立石図書館から葛飾図書館へ移管。（５人以上を１団体とし、１口１０冊、５口

まで１ヶ月貸し出し。） 

  読書週間中に、葛飾図書館で初めて講演会および映画会を行う。（講師は、秋山ちえ子氏 

『家庭と読書』 ほか。）（他館は昭和５４年度から） 

43. 5 レコードの購入開始。16ミリフィルム、映写機の貸出開始。葛飾図書館で土曜レコードコンサ

ート開始。 

 9 「葛飾図書館報」創刊。 

44. 6 団体貸出用配本車配備。「電話一本で本の出前」のキャッチフレーズにより貸出サービスの広

域化を図る。午前中受けたリストに基づき午後配本。 

 8 電子コピーによる複写サービス開始。 

 9 読書週間行事として郷土史講座開催。以後、毎年２日間にわたり開催。 

45. 5 入館票を廃止し、入館札（プラスチック製）により閲覧室は座席指定となる。児童室は全廃。 

  レコードコンサートにクラシック、ポピュラー各解説者がつく。（葛飾図書館） 

46. 4 図書の予約制度を導入。 

 7 児童向けに図書館ＰＲのためのキャラバン実施。（葛飾図書館） 

 11 立石図書館、改築のため休館。 

47. 7 視覚障害者のための点字図書の収集、貸出開始。１人５冊まで１ヶ月間。 

  夏休み期間中、レコードの館外貸出開始。(葛飾図書館） 

 8 「葛飾図書館報」第８号から「花しょうぶ」と改名。 

48. 4 貸出冊数を２冊から３冊（児童室は４冊）に、貸出期間を２週間とする。 

 5 立石図書館改修工事竣工、１日業務再開。旧図書館の４倍以上の規模となる。 
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49. 6 団体貸出の電話受付けを廃止し、来館選定方式となる。 

51. 8 高校生以上を対象にレコードの貸出開始。（葛飾図書館）１回２枚、期間１週間。 

52. 6 １日、お花茶屋図書館開館（お花茶屋二丁目１番１５号）。障害者用設備設置。 

 10 １日、都営住宅１階に上小松図書館開館（東新小岩三丁目１２番１号）。 

54. 4 レコードの貸出を中学生以上とする。（葛飾図書館） 

55. 2 「葛飾区基本計画」策定。この計画により図書館建設及び、蔵書目標の骨子固まる。（中央館

１館・１６万冊、地域館６館・５万ないし７万冊） 

  学級招待をはじめて実施(立石図書館） 

56. 7 立石図書館にレコード、カセットテープの館内利用コーナー及び参考図書コーナー設置。 

 10 １日、都営住宅１・２階に亀有図書館開館（亀有一丁目１７番５号）。 

57. 4 カセットテープの貸出開始。１回２本、期間１週間。(葛飾図書館） 

 6 １日、水元保健相談所と併設して水元図書館開館（水元一丁目７番３号）。 

58. 3 図書の年間個人貸出冊数、６館合計で１００万冊を越える。 

 5 一般室図書の貸出冊数を児童室同様４冊とする。期間２週間。 

 9 視覚障害者にカセットテープの貸出開始（葛飾図書館） 

  連絡車による宅配。電話でも申し込みを受け付ける。 

59.  園招待を初めて実施（水元図書館） 

 12 葛飾区教育センターの改修工事始まる。（出張所分室、東福祉事務所の移転を機会に、葛飾

図書館の拡充整備を行う。） 

60. 11 葛飾図書館、改修工事完了。障害者用設備（対面朗読室、録音室等）設置。区内全域をカバ

ーする図書館のセンターとして始動する。 

 12 区立図書館の事務改善及び機械化検討委員会発足。 

61. 4 視聴覚障害者に対面朗読サービス開始。 

 10 区立図書館の電算化に向けて、システム構築部発足。 

62. 4 一般事務の事務事業の改善、充実を目的として、一般室事務研究会を発足。 

  児童事務の事務事業の改善、充実を目的として、児童室事務研究会を発足。 

 6 ２５日、鎌倉図書館開館（鎌倉二丁目４番５号）。区立図書館で初めてＣＤ購入。 

  同日、葛飾、立石、鎌倉３館によるオンラインサービス開始。２３区初の利用者用端末を設置。 

  図書の貸出冊数6冊までに変更。期間は従来どおり２週間。 

63. 4 雑誌の収集分担・保存等の検討のため、雑誌担当者会を発足。 

  葛飾図書館以外でのＣＤ、カセットテープ及びレコードの貸出に向けてＡＶ担当者会を発足。 

 6 １日、お花茶屋、上小松、亀有、水元各館の電算化により、葛飾区立図書館７館全館オンライ

ンサービス開始。 

  １６日、葛飾図書館に「葛飾区コーナー」を設置。朝日新聞に掲載される。（６月１１日朝刊） 

  「葛飾区コーナー」には、①葛飾区についての記述のある図書、②葛飾区の地名がのってい

る図書、③葛飾区在住の画家、工芸家等の作品が掲載されている図書、④葛飾区内に在住

している人の著作（過去に在住した人を含む）を置く。設置時約１３０冊。 

 7 区内の小学生に対し、学校を通じて夏休み向けパンフレット、推薦図書リストを配布、図書館
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利用を呼びかける。 

平成   

元. 1 区立図書館全館で、ＣＤ、カセットテープ及びレコードのコンピュータによる貸し出しに向けて

準備を開始。 

 4 １日、葛飾図書館組織改正。奉仕係、資料係及び主査を廃止し、図書館サービス主査３人 

を新設。(主査３人の事務分掌は、一般奉仕、児童奉仕、電算・広報・調整とする。) 

  新聞の区内図書館関連記事の切り抜きを始める。 

  区立図書館のＰＲ活動の促進を目的とする広報委員会を発足。 

  資料収集について検討する資料委員会を発足。 

  電算システムの改善、開発に向けて電算委員会を発足。 

 7 １日、区立図書館全７館の児童室開室時間を、それまでの平日午後１時から、一般室と同様

午前９時からに改正。 

 8 ４日、水元図書館で、小学生が『一日図書館員』を体験。 

 11 １日、区立図書館全館で、ＣＤ、カセットテープ及びレコードのコンピュータによる館外貸出を

開始。（開始時の所蔵は、ＣＤ５，５０７枚、カセットテープ１０，６２８巻、レコード８，３５６枚。）貸

出点数はＣＤ、カセットテープ合わせて1人２点まで、レコードは制限なしとした。貸出期間は

図書と同じく２週間。産業経済新聞に掲載される。（１０月２６日朝刊））。ＣＤの貸出が１１月１ヶ

月間で１．４回と好調。 

  同日、葛飾図書館のCD及びレコード、カセットテープの貸出カウンターを2階の一般図書カ

ウンターに移し統合した。これに伴い、貸出時間を午後5時から午後8時まで延長。 

2. 1 区立図書館全７館に特設コーナーを設置。テーマは葛飾『地方出版物』、立石『戦争と平

和』、お花茶屋『実年』、上小松『外国語』、亀有『環境問題』、水元『ヤングレファレンス』、鎌倉

『消費者』。 葛飾図書館の地方出版物コーナーが読売新聞に掲載される。（１月２６日朝刊） 

  葛飾図書館に洋書コーナーを設置。ビジュアルなものや世界の名作、日本を紹介したものを

中心に新規購入した７５０冊を加え、１，２００冊を備える 

 4 図書、雑誌の貸出冊数の制限を撤廃。ＣＤとカセットテープの貸し出しも４点までに拡大。 

  障害者に対する区立図書館のサービスを検討する障害者サービス委員会発足。 

 7 １日、ＣＤ、カセットテープの予約サービスを開始。受付は、自館所蔵分のみ。 

 10 区立図書館全７館において、蔵書の収集分担を開始。分野は、葛飾『０類（総記）・１類（哲

学）・８類（言語）・９類（文学：小説を除く）』、立石『３類（社会科学）』、お花茶屋『４類（自然科

学）』、上小松『７類（芸術）』、亀有『５類（技術）』、水元『２類（歴史）』、鎌倉『６類（産業）』。 

 11 １日、登録申し込みの際に必要な生年月日を生年のみとした。 

3. 1 ５日、ＣＤ、カセットテープを他の図書館から取り寄せるサービスを開始。これにより予約受付

は、全館の資料が対象になると同時に、返却も任意の館にすることを可能とした。 

  区立図書館全７館において、文庫本の収集分担を開始。葛飾『ちくま文庫』、立石『ＰＨＰ文

庫』、お花茶屋『福武文庫』、上小松『知的生き方文庫、講談社英語文庫』、亀有『河出文庫』、

水元『同時代ライブラリー』、鎌倉『講談社学術・文芸文庫』。 
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 3 ｢郷土と天文の博物館｣の開設に伴い、郷土資料室所蔵の資料を同博物館に移管することとな

り、葛飾図書館内に設置されていた郷土資料室を廃止した。 

 6 ＣＤ－ＲＯＭの収集を始める。 

 7 ビデオソフト及びレーザーディスクの収集を始める。 

  ビデオ映写機を地域館６館にリースで設置。 

 11 ビデオ映写機を教育センター第１会議室にリースで設置。 

  音訳ボランティア中級講座を開催。 

4. 1 葛飾図書館２階の郷土資料室跡を改修し、生活、学習、スポーツ、レクリエーション等区民に

役立つ各種の情報資料（主として図書、雑誌）を集めた、情報コーナーを設置。資料の収集範

囲と分類は、次のとおり。 

（１）情報源がのっているもの。 

（２）読書の手がかりとなるもの。 

（３）旅行案内。地図。                                                  

（４）都内の施設、機関、情報等に関するもの。                                      

（５）文化、趣味、スポーツのための施設、場所案内。                                   

（６）学習、受験、資格取得のための施設、機関、情報等に関するもの。                      

（７）くらし、住まい、仕事に役立つ情報。 

（８）医療、健康についての施設、機関等に関するもの。 

（９）全国の電話帳。 

 12 区立図書館電算システムの新規機種へ移行（第１回ヴァージョンアップ）（同時に女性センター

図書資料室とのオンラインを開設し、資料の相互貸借を実施） 

  利用者開放端末「はてなくん」を設置。 

5. 3 児童室前庭を緑陰閲覧室として整備し、利用者へ開放。 

 7 各館代表者で構成する図書収集方針策定委員会を発足。 

 8 小学生の『一日図書館員』を全館で実施。 

6. 11 葛飾図書館（教育センターホール）で『図書のリサイクル市』を試行。２日間で来場者数２，９７３

人、２２，３３２冊（内訳：一般書１４，８８２冊・児童書４，２３０冊・雑誌３，２２０冊）の本を提供。 

  地域館で、視覚障害者に対する宅配サービスを試行実施。 

7. 1 葛飾図書館で、ビデオテープの貸出開始。新規購入２００巻を加え、９２８巻を備える。貸し出

しは１人１巻で１週間。     

  朗読ボランティア初級養成講座を開催。 

 5 図書館システムのバージョンアップに向けて電算委員会発足。（現状の問題点をアンケートに

集約し、各メーカー及び自治体を視察。） 

8. 5 朗読ボランティア中級養成講座（全１０回）を開催。 

 12 ７日、四つ木地区図書館（四つ木四丁目８番１号 よつぎ小学校内）開館。葛飾図書館の分館

とする。 

9. 8 葛飾図書館の２箇所目の分館として、西水元地区図書館設立工事着工。 

 11 『本のリサイクル市』を亀有図書館で単独開催。１日で来場者数８２０人、４，５００冊。 
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  （内訳：一般書２，５００冊・児童書１，５００冊・雑誌５００冊）の本を提供。 

10. 4 第３日曜日を開館日とする。（地区図書館を除く） 

  館内整理日を第４木曜日とする。 

  対面朗読と肢体不自由者への宅配を開始。 

  視覚障害・音訳ボランティア・点訳ボランティア・図書館職員による四者懇談会を開催。 

  文庫目録、要項を作成。 

11. 1 電算システム新機種へ移行（第2回バージョンアップ） 

  ソフトは２０００年対応を含め、部分開発をする。 

  ＡＶマーク（ＡＶ－ＮＯＣＳ）の導入及び図書マーク（日販マーク）のバージョンアップ。 

  ＩＳＢＮ総合目録に加わり、相互協力を強化した。各館にＰＣを設置し、都立図書館蔵書目録

（ＭＥＴＬＩＣＳ）が検索可能になる。 

 6 １日、西水元地区図書館（西水元二丁目２番８号 西水元あやめ園内）開館。葛飾図書館の分

館とする。 

12. 4 葛飾図書館の組織改正（管理係・一般サービス係・児童サービス係から、管理係・調整係・図

書館サービス係となる） 

  四つ木・西水元地区図書館の第３日曜日を開館し、土曜・日曜の開館時間を午前１０時から午

後５時までとする。 

  返却期限の過ぎている資料がある場合は、新たに資料の貸出は行わないこととする。 

  ビデオソフトの貸出期間を２週間とする。 

  葛飾図書館において、国会・都立図書館等の蔵書がインターネットで検索可能になる。 

  組織改正に伴い、各館で行っていた資料の選定を、葛飾図書館における集中選定とし、事務

の効率化を図る。 

  資料の装備を委託から直営に切り替える。 

  一般公募による非常勤職員を初めて採用。（２４名） 

 9 利用案内の英語版を改定。中国語版・ひらがな版を新たに作成。 

  お花茶屋図書館耐震及び空調設備改修工事実施。（９／２０～１１／２４休館） 

 11 子ども読書年企画事業として、連続講演会を開催。（高楼方子氏 １０／２９・松岡佑子氏１１／

１８・小林衛己子氏１１／２６）また、『むぎわらぼうしの１２年展』を葛飾図書館ロビーにて同時開

催。（１０／２９～１１／２６） 

  子ども読書年記念リーフレット『いっぽ いっぽ』を作成。 

13. 3 教育研究所が、旧明石小学校へ移転。 

  ＦＭかつしかで、月２回（第２・第４水曜日） 図書館の放送時間を新設。 

 4 教育研究所移転により図書館単独施設となる。教育センターの名称を変更し、葛飾図書館と

する。 

  地域館・地区館において、葛飾図書館所蔵のビデオテープの予約による貸出開始。 

  地域館・地区館において、国会・都立図書館等の蔵書がインターネットで検索可能になる。 

  葛飾区音訳ボランティア作成・校正済の録音テープを初めて都立図書館に登録。 

 6 亀有図書館冷暖房設備改修工事実施。（６／５～７／９休館） 
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  障害者サービスの利用案内（墨字版）を作成。 

 7 １日から葛飾図書館１階エントランスにて、検定前の小・中学校教科書の展示会開催。 

  １９日、葛飾ゆかりの作家 中島梓氏の御母堂よりその著作の寄贈を受ける。 

 9 録音図書全国総合目録への参加。５作品を登録。 

 10 庁内レファレンスサービス事業を開始。 

  葛飾ケーブルテレビで、新刊本の紹介開始。 

  紛失・汚破損マニュアルを改訂。 

 12 葛飾区立図書館の所蔵するレファレンスブック（参考図書）一覧を改訂。 

  障害者サービスの利用案内（点字版）を作成。 

14. 1 葛飾図書館三階行政資料室を、旧教育研究所資料室に移設し、行政資料・郷土史料の収集

を強化し充実を図る。 

  利用案内のハングル語版を新たに作成。 

 3 総合的な学習や調べ学習を支援するため、『図書館利用案内小中学校版』を作成。 

 4 「子どもの読書活動の推進に関する法律」（平成１３年１２月公布・施行）に定められた「子ども

読書の日」（４月２３日）にあわせ、絵本やおすすめ本の展示会などを各館で開催。 

 5 図書館システムのリース期間満了（平成１５年１２月）による、新システム導入の委託事業者の

選定について、プロポーザル方式により、事業者からの技術提案を募集。（７月に図書館オン

ラインシステム開発委託業者選定委員会において、推薦事業者を決定。） 

 6 「第１期 読み聞かせボランティア講座（初級）」開催。（受講定員２５名に対し、９５名の応募） 

 7 中学生、高校生向きの図書リスト『Ｄｏｇ ｅａｒｓ（ドック イアーズ）』を作成し、区立中学校全生徒

に配布。 

 9 葛飾図書館耐震及びエレベータ設置工事実施。（９／２～１１／３０休館）  

  併せて、葛飾図書館の2階にレファレンスカウンター、１階に総合カウンターを設置。 

  葛飾図書館にＢＤＳ(ブック・ディレクション・システム～葛飾図書館資料無断持ち出し検知シス

テム)を設置。 

 10 区制７０周年記念行事の一つとして、『シルバー図書館員』を実施。 

  その他、翌年３月までに区制７０周年記念行事として、講演会（林あまり氏 １/１８・あきやまた

だし氏 １／２５）、人形劇、葛飾昔話紙芝居会、１６ｍｍフィルム上映会、区制７０年と葛飾区

立図書館あゆみ展、文学で見る葛飾区展などを開催。 

15. 2 「第２期 読み聞かせボランティア講座（初級）」を開催。（応募者が多数のため第１期を受講で

きなかった方々の要望に応え、第２期を開催。受講定員２５名に対し１０５名の応募。） 

  『葛飾区立図書館基本計画』を策定。計画期間を１０年間とし、図書館サービスの計画的な充

実を図る。 

 4 開館日及び開館時間を拡大する。（地区図書館を除く。）（祝日（1月1日を除く）も開館し、月

曜日が祝日にあたる場合は、月曜日を開館し、翌火曜日を休館とする。祝日の開館時間は、

午前９時～午後５時まで。また、土曜日の開館時間を午後５時から午後８時までに延長する。） 

  ＡＶ資料の利用状況を見直し、レコードの収集、貸出等を休止。 

  各地域図書館に専用レファレンスカウンターを設置。（地区館を除く。葛飾図書館は平成14年
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12月に設置。） 

  平成16年開館予定の青戸地区図書館の資料の収集を開始。 

 6 第１回 公共図書館・学校図書館連絡会の開催(水元） 

 8 多くの子どもたちが参加できるよう、１日図書館員の開催日を増やす。 

 9 ９月５日、葛飾区基本計画に位置づけられた新中央図書館整備に向け、第１回葛飾区中央図

書館建設検討委員会（庁内検討組織）を開催。 

  ９月２７日から、前年の初級読み聞かせボランティア講座に続き、「第１期 中級読み聞かせボ

ランティア講座」を開催。 

 12 図書館システムの入替え工事開始。全館１２月２２日から翌年１月９日まで休館。 

  入替え工事時期に併せ、全館で蔵書点検を実施。（全職員を対象に新システムの操作研修を

実施。） 

  葛飾図書館にパソコン利用者のための、パソコンルームを設置（8席） 

16. 1 １月１０日開館。新システムによる業務開始。 

  １０日、葛飾区立図書館ホームページを開設。 

  １０日より、インターネットによる図書館資料の検索開始。 

  １７日より、館内利用者開放端末からの予約受付開始。 

  ２８日より、インターネットによる予約受付開始。 

  新システムによる業務開始に伴い、これまで無制限であった貸出冊数及び予約冊数を変更。

（図書・雑誌の貸出冊数については、合わせて３０冊まで、予約冊数については合わせて２０

冊までとする。）（AV資料については変更なし） 

  リクエストの受付については、区内在住、在勤、在学及び近隣区に在住の利用者のみとする。 

  葛飾図書館に持ち込みパソコン室を設置し、館内で電算機器が使用可能になる。 

 4 １日、葛飾図書館の一部組織改正を行い、新中央図書館の計画を担当する整備担当係を新

設。 

文部科学省から今までの児童サービスについての功績に対して、表彰を受ける。 

 5 １２日、青戸地区図書館開設。（青戸５－２０－６ 青戸地区センター内）葛飾図書館の分館と

する。 

  新中央図書館の基本設計に向けた図書館内検討チーム発足。 

  水元保健センター管内の児童館・保育園・図書館による子育て支援機関連絡会に参加(水

元） 

  本年度から導入された、学校図書館支援指導員の導入に伴う、研修を図書館で実施。 

  新中央図書館整備にあたり、区民が参加する「中央図書館開設懇談会」を設置。 

 6 新中央図書館整備にむけて、「新中央図書館開設にあたっての基本的な考え方」をとりまとめ

る。 

 7 「葛飾区子ども読書活動推進計画」の策定に向けて、検討委員会発足。 

 8 第１回 公共図書館・学校図書館連絡会の開催(お花茶屋） 

  居場所作りの一環として、会議室の利用がない時に中学生のグループ学習に開放。（上小

松） 
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 10 お花茶屋図書館において、ビジネス支援コーナー（Wコーナー）を設ける。 

 11 葛飾図書館においてDVDの貸出し開始。 

  葛飾図書館において、ビジネス支援コーナー（Wコーナー）を設ける。 

  金町保健センター管内の児童館・保育園・図書館子育て支援機関連絡会に参加(葛飾） 

  第１回 公共図書館・学校図書館連絡会の開催(葛飾） 

 12 １日、千葉商科大学との連携事業開始。(図書館が発行した紹介状を持参した区民は千葉商

科大学図書館の利用カードが発行される。) 

17. ２ 第１回 公共図書館・学校図書館連絡会の開催(上小松） 

  ブックスタート事業開始に向けた、ブックスタート準備会発足。 

  金町保健センター管内子育て支援機関による「子育てらんらんフェスティバルを開催」(葛飾） 

 3 利用者の登録更新期間を3年から5年に延長。 

  第１回 公共図書館・学校図書館連絡会の開催(亀有） 

 ４ 非常勤図書館専門員の導入。（葛飾区立図書館での経験５年の者は非常勤図書館専門員と

して最大３年間まで雇用継続。） 

  ヤングアダルト向け図書館利用案内「ようこそ葛飾区の図書館」を作成。 

  区内小・中学校への図書配送サービスを開始。 

  図書館への来館が困難な高齢者への宅配サービスを開始。 

  「お気に入りの本を絵にしよう」を実施。（優秀作品は表彰の後、全館を巡回展示。） 

 ５ 区内中学校の生徒に利用カードを配布。 

  葛飾区子ども読書活動推進計画の策定。 

  ブックスタートボランティア講習会を実施。 

  第１回公共図書館・学校図書館連絡会の開催。（鎌倉） 

  ヤングアダルトサービスマニュアルの作成。 

  パソコンを使った手づくり絵本教室開催。 

  「中央図書館開設懇談会」の公募委員を募集。（１８名応募の中７名選定） 

 ６ 葛飾図書館において利用者パソコンを２台設置し、インターネット・有料データベースの利用

を提供する。 

  庁内向けに業務用新着図書リストを作成。グループウェアに掲示をはじめる。 

 ８ ブックスタート事業の開始。（図書館でのブックスタートパックの配布と絵本読み。） 

  立石図書館の改築を目的とした、ＰＦＩ可能性調査を実施。 

 12 12月２８日と１月４日を開館日とする。 

１８ １ 葛飾区関連新聞記事検索システムの公開を開始。（インターネットでも公開。） 

  ホームページアクセス数１００万件を超える。 

  文字・活字文化振興法施行記念講演会「子どもと本の架け橋に」（島 多代氏）。 

（読み聞かせボランティア講座中級の公開講座をかねて。） 

 ３ 新中央図書館実施設計完成。 

  利用者アンケートの実施。 

 ４ 葛飾図書館でカウンター業務の一部委託が始まる。 
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１８ ４ 葛飾図書館のみ月曜日を開館。 

  メールレファレンス受付をホームページ上で開始。 

  メール督促を開始。 

 ５ お花茶屋、上小松、鎌倉図書館に利用者インターネットパソコン各２台を設置し、インターネッ

ト・有料データベースの利用を提供する。 

  病院・施設入所者への宅配サービス開始。 

  点字プリンター設置 

 ６ 亀有図書館において、ビジネス支援コーナー（Wコーナー）を設ける。 

 ８ ホームページデザインのリニューアル。フレームを廃止。 

 ９ ビジネス関連コーナーを拡充（葛飾）。 

 11 再開発ビル起工。 

  障害者サービスボランティア入門講座実施。 

１９ ３ 中央図書館開設懇談会を終了し、（仮称）図書館友の会準備会へ移行する。 

 ５ （仮称）図書館友の会準備会発足。 

 ６ 立石、亀有、水元図書館に利用者インターネットパソコン各２台を設置し、インターネット・有料

データベースの利用を提供する。 

  図書館ボランティア基礎講座開催。 

 ８ ホームページにヤングアダルトコーナー開設。 

 10 ＩＣタグシステムの導入決定。 

２０ ２ ２１年秋に稼動予定の新システムプロポーザルの公募開始。 

 ３ ホームページアクセス数３００万件を超える。 

 ６ 次期システムプロポーザル実施・決定。 

 ６ 葛飾図書館友の会設立。 

 11 ＩＣタグ貼付開始。（葛飾図書館、立石図書館を除く全館、全資料。） 

２１ ３ 立石図書館が建替え工事のため、休館。立石サービスコーナー開設。 
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３ 開館時間・休館日 
 

（平成２０年４月１日現在） 

 開 館 時 間 休 館 日 

 

葛飾図書館 

 

一般室 

 

月～土   午前９時～午後８時 

 

日・祝  午前９時～午後５時 

 

 

 館内整理日（毎月第４木曜日） 

 

 特別整理期間（年１回：４日間） 

 

 年末年始（１２月２９日～1月３日）  

葛飾図書館 

 

児童室 

月～金、日・祝  午前９時～ 

午後５時 

 

土      午前９時～午後８時 

 

 

立石・ 

お花茶屋・ 

上小松・ 

亀有・水元・

鎌倉 

図書館 

一般室 

 

 

 

火～土   午前９時～午後８時 

 

日・祝    午前９時～午後５時 

 

 

 毎週月曜日（祝日の場合は翌日） 

 

 館内整理日（毎月第４木曜日） 

 

 特別整理期間（年１回：各館２～ 

 ４日間） 

 

 年末年始（１２月２９日～１月３日） 

 

・地区図書館のみ 

 国民の祝日（祝日が月曜または 

 館内整理日の場合は翌日も） 

 

立石・ 

お花茶屋・ 

上小松・ 

亀有・水元・

鎌倉 

図書館 

児童室 

 

 

 

 

火～日・祝  午前９時～午後５時 

 

四つ木・ 

 西水元・ 

  青戸 

地区図書館 

 

 

火～木・土・日 

      午前１０時～午後５時 

 

金     午前１０時～午後８時 
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４ 組織図 

館・係名                          （平成２０年４月１日現在） 

       管  理  係 ・・・・・ 公印、職員の給与及び服務、文書の受発、編集 

及び保存、予算及び会計事務、葛飾区立葛飾図 

書館の施設の維持管理、地域館及び地区館・館 

内庶務その他他の係に属しないこと。 

          

整備担当係・・・・・ 新中央館構想の策定、新中央館の運営方針立案、

新中央館開設準備、図書館施設整備計画調査に

関すること。 

 

      事業推進係・・・・・ 電子計算組織による図書館資料の管理及び利用、 

図書資料及び視聴覚資料の選定・発注・装備及び 

                 受入れ、事務事業の調整、統計、広報、研修(業務)、

資料の調査相談に関すること。 図書資料の収集・

整理・保存、館内利用・館外貸出・団体貸出し・相

互貸借、視聴覚資料の収集・整理保存・利用、読

書室等の利用、読書案内・読書相談、郷土資料及

び行政資料の収集・整理・保存・利用、読書会・研

究会・映写会等の開催・奨励、16ミリ発声映写機の

検定、対面朗読室・録音室の利用、地区館の図書

資料の貸出・運営、葛飾区男女平等推進センター

の図書資料・視聴覚資料・行政資料等の貸出しに

関すること。 

 

           （地区館）四つ木地区図書館、西水元地区図書館、青戸地区図書館 

                                

（地 域 館）・・・・・・  公印、職員の服務、文書の受発・編集・保存、図書  

立 石 図 書 館    資料の収集・整理・保存、館内利用・館外貸出し・ 

お花茶屋図書館    図書資料の相互貸借、視聴覚資料の収集・整理・ 

上小松図書館    保存・利用、読書室等の利用、読書案内・読書相 

亀 有 図 書 館    談、読書会・研究会・映写会等の開催・奨励、施設 

水 元 図 書 館    の維持管理、葛飾区男女平等推進センターの図書 

鎌 倉 図 書 館    資料・視聴覚資料・行政資料等の貸出しに関する 

こと。 

葛 
 

飾 
 

図 
 

書 
 

館 
 

長 
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５ 委員会活動報告 

 

平成18年度は、新中央図書館設立に当たって、ICタグの導入が計画され、平成２０年に

は現システムのリース期間が切れることから、現在の図書館システムを見直すため、システム

委員会を新たに発足させた。また、各館から選出された代表者によって構成されている下記

委員会において、各分野の検討を行った。 

                       ( 部会名 )      職員数（人） 

葛飾図書館長                       一般サービス委員会        9 

             館長・係長会           YAサービス委員会        13 

児童サービス委員会       9 

                                図書資料収集委員会       9 

                                障害者サービス委員会      9 

 システム検討委員会      12 

 

(1) 一般サービス委員会 
 《図書館サービス関係》 

① 各館申し合わせ事項の見直し。 

② コピー時の著作権の周知。 

③ 新中央館準備。 

 《広報関係》 

  ① 「としょかんだより」第７4号の発行。 

  《電算関係》 

① インターネット端末の運用マニュアルの見直し。 
    

(2)  YAサービス委員会 
① 平成２０年度Ｄｏｇ Ｅａｒｓを作成し、区内中学校に配布。 

② 中高生向き雑誌リストを改訂し、区内中学校へ配布、館内の YAコーナーに設置し

た。 

③ ＹＡ団体パックの見直しを行い、貸出多数のパックを増加した。 

  ④ 中学校からのブックトーク依頼にそなえて、ブックトーク研修を定期的に行った。 

  ⑤ YAサービス方針を改訂した。 

   

(3)  児童サービス委員会 
① 学校への図書配送サービス事業が４年目に入り、「日光調べ学習パック」利用の PR

とともに、未登録学校への利用登録をすすめた。 

② 子ども読書の日記念行事「おすすめの本を絵にしよう」を実施。優秀作品の受賞式を

行い、葛飾図書館にて作品展示。その後、各図書館で巡回展示。 
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③ 読み聞かせボランティア講座（初級）開催。（５/２４、５/２８、６/４、６/１８、全４回水元

図書館にて開催、受講生２４名。）第１回は公開講座とした。（講師：伊藤明美氏、参加

者４８名。） 

④ 各図書館で一日図書館員を実施。（７/３０、８/１、８/６） 

⑤ 読み聞かせボランティア講座（中級）開催。（１０/４、１０/１５、１０/２９、１１/５、１１/１９

全５回、葛飾図書館にて開催、受講生２２名。）第１回は、公開講座とした。（講師：浜

田桂子氏、参加者３９名）（第２、３回の講師：平田美恵子氏） 

⑥ 「学校図書館ボランティア研修」（１０/１０、読み聞かせ入門…受講生３４名、１０/１７、

本の修理…受講生３３名、葛飾図書館にて開催。） 

⑦ ブックスタートボランティア研修を実施。（２/５、葛飾図書館にて開催、参加者１９名。）
（講師：水元保健センター保健士、遠藤富子氏、ことばの森保育園園長、紺野伊久子

氏。） 

⑧ 講演会開催。（講師：あきやまただし氏、１０/２６、男女平等推進センターにて「親子

で楽しむ絵本の世界…あきやまただし絵本ライブ」を開催、参加者１１２名。） 

⑨ パパの読み聞かせ講座開催。（講師：安藤哲也氏、１/２５、青戸地区センターにて開

催、参加者３７名。） 

  ⑩ 「むぎわらぼうし」、「いちねんせいになったらよんでみよう」、「ライブラリーインフォメ

ーション」のリストを作成。 

⑪ ブックスタート効果調査アンケート実施。 

 

(4)  図書資料収集委員会 
① 月例で除籍選定を行い、図書45,998冊の内552冊（復活率1.20％）、CD・カセット    

   テープ491点の内5点（復活率1.02％）を復活資料として選定。 

② ＤＶＤを選定し282タイトルを購入。 

③ 東京都発行の有償刊行物を選定、購入。 

④ 都立再活用資料の選定・申込。（２０年度２回）。 

⑤ 図書回収依頼についての取り扱いを検討。 

⑥ 資料収集マニュアル基準をもとに、各館より受け入れ希望のあったコミック（購入およ

び寄贈）４８タイトルについて検討。 

⑦ 休廃刊雑誌・新規購入雑誌の情報提供および受け入れ雑誌の選定。 

⑧ 次年度購入雑誌の選定と見直しを行い、「２００９葛飾区立図書館雑誌新聞目録」を

作成。 

⑨ 年鑑・白書等収集保存目録（平成１５年発行）を見直し、改訂版を作成。 

⑩ 旅行ガイドブック購入分担館の見直し。 

⑪ 新中央図書館開館準備に関わる下記事項について検討。                                                   

○ 「行政資料 保存分担表」の見直し。 

○ 「保存庫ルール」「ＣＤ・カセットテープの廃棄基準」試案の作成。 

○ レファレンス記録の入力。（各館対応。） 



 - 15 - 

⑫ ＭＡＲＫと書誌の整理・統合作業に協力。 

 

(5)  障害者サービス委員会 
① 四者懇談会の開催（四者名：利用者、音訳・点訳ボランティア、図書館員）開催日９

月２４日、障がい者サービスの質問等懇談会での要望に対応した。 

② 朗読ＣＤ・デイジーの選定購入。 

  ＣＤ文庫４３タイトル、音訳カセット２タイトル、デイジー３タイトルを選定購入。 

③ 音訳ボランティア講座（上級）の実施について 

  音訳者として活動しているか、中級講座を修了した程度のレベルの方を対象に技術

の向上を図り、「図表、写真、コミック、専門書の読み方」をテーマに講師を遠藤美枝子

氏に依頼し、全３回で２４名の受講者に実施した。 

④ 音訳ボランティア講座（中級ステップアップ）の実施について 

  音訳者として活動しているか、初級講座を修了した程度のレベルの方を対象に技術

の向上を図り、「音声訳技術、記号・グラフ・表・写真等の処理技術」をテーマに講師を

中島久子氏に依頼し、全６回で１１名の受講者に実施した。 

⑤ 作成依頼する音訳資料について 

  録音図書を６タイトル（文学作品２タイトル、ラジオ番組表２タイトル、ガイド作品２タイト

ル）、デイジーを６タイトル（文学作品５タイトル、ラジオ番組表１タイトル）作成した。 

⑥ 拡大写本について 

  拡大写本コーナーをお花茶屋図書館で設けた。「とぴっくす」を作成し、葛飾図書館

と地域館に配布した。 

 

（６）システム検討委員会 

 ① 「葛飾区図書館業務等システム提供事業者」を選定するためにプロポーザルを実施、

提案内容を評価した。 

 ② 新図書館システムで始める新しいサービス（予約時の買い物かご方式、本人貸出履歴、

HPからの仮登録・仮予約、未所蔵資料の検索・予約など）の問題点や運用方法などの

検討を行った。 

 ③ 新たに導入されるＩＣタグシステムに伴う自動貸出機、ＢＤＳゲートやＩＣリーダライタに

ついて、カウンター周りを中心にレイアウトの検討を行った。 

 ④ 自動貸出機やＩＣリーダーライタから出力される電波の強さを実機を使って検証を行い、

決定をした。 

 ⑤ 自動貸出機、ＢＤＳゲート、ＩＣリーダライタ、ハンディアンテナなどＩＣタグシステム機器

の実機を使用し、読み取り精度などの検証を行った。 

 ⑥ ＩＣタグを利用したカウンターでの貸出・返却を効率的に処理するための手順・運用方

法の検討を行った。 

 ⑦ 図書館システムに入力されている利用者メッセージの整理を行い、新図書館システム

への移行準備を行った。また、自動貸出機で表示させる利用者宛のメッセージについ
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ての検討も行った。 

 ⑧ 地域館にも導入される自動貸出機の操作手順や装備機能の検討を行った。また、各

館にあった自動貸出機の形状（こども用、車椅子用の導入）の検討も行った。 

 ⑨ ＩＣタグの貼付範囲（特にセット管理するもの）や貼付ルールなどの検討を行った。 

 ⑩ 既存資料へのＩＣタグ貼付作業の立会いや貼付業者からの報告をもとに問題点の検

討を行い、貼付ルールなどの見直しも随時行った。 
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６ （仮称）葛飾区立中央図書館整備に向けた検討経過 

 

２０年度は、６月に『葛飾図書館友の会』を設立し、図書館と協働した学習会の開催や友

の会通信の発行を行った。また中央図書館開館に合わせてリリースアップする図書館システ

ムの開発および中央図書館の家具・サイン・資料等についての検討を行った。 

 

（１)図書館友の会設立総会 

    かねてから準備を進めていた、「葛飾図書館友の会」が発足し、設立総会を開催。 

    規約、役員、活動内容等について議論し、総務委員会、事業委員会、広報委員会の 

    ３つの委員会に分かれて活動を行うことになった。 

     ６月７日（土）      参加者 ５４名  当初会員５０名 

 

（２)図書館友の会事業委員会企画に図書館として参加 

  「聞こう、話そう、わたしたちの図書館のいまとこれから」 

              ～葛飾の図書館をもっと知ろう～ 

   １０月２５日（土）     参加者  約２０名 

 

（３）図書館と友の会の共催でスペシャル・トーク・ライブ 

   「もっと知りたい！出版の今と図書館の本選び」 

              ～出版・流通の現状と図書館の選書～を開催 

    出版界に今何が起きているのか   横井真木雄氏（吉川弘文館） 

    ザ・選書                  大森輝久氏（東京学芸大学付属図書館） 

    ２月２２日（日）      参加者  約６０名 

 

（４）図書館PT（図書館職員で構成するワーキンググループ） 

      資料検討PT 委員７名 全１１回開催 

 ① 資料収集・購入方法についての検討 

 ② かつしかコーナーについての検討 

 ③ 医療情報コーナーについての検討 

④ 資料配架計画についての検討 
⑤ 書架サインについての検討 
⑥ 移管資料選定についての検討 
⑦ 移管作業・スケジュールについての検討 
 

（５）Ｌｉｂ．ニュースの発行 

    Vｏｌ．１１ 「『葛飾図書館友の会』が発足しました」         ２０年６月発行 

    Ｖｏｌ．１２ 「葛飾図書館友の会活動中」               ２０年９月発行 

    Ｖｏｌ．１３ 「建設工事着々と進行中」                 ２０年１２月発行 

    Ｖｏｌ．１４ 「葛飾区立中央図書館１０月１７日堂々オープン」   ２１年３月発行 



７　施設の概要

創 立 年 月 日

所 在 地 〒124-0012 〒124-0003 〒124-0023 〒125-0061

お花茶２－１－１５ 東新小岩 ３－１２－１

電 話 番 号

Ｆ Ａ Ｘ 番 号

閲 覧 席 数 席 席 席 席 席

パソコンルーム 席 席 席 席 席

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｺｰﾅｰ 席 席 席 席 席

敷 地 面 積 ㎡ ㎡ ㎡

延 床 面 積 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

4,688.42㎡）

（図書館利用部分は （図書館部分） （図書館部分）

5,524.05 1,327.92 1,754.82 1,030.94 1,472.75

4,153.38 616.72 911.09 （都営住宅敷地） （都営住宅敷地）

96 0 58 64 80

３６０７－９２００ ３６９６－３７５０ ３８３８－５７７１ ５６９８－１７５５ ３８３８－５７７２

３６９６－７９０１ ３６９０－１９０１３６０７－９２０１ ３６９６－４４５１ ３６９０－７６６１

（都営住宅１階） （都営住宅１・２階）

亀有１－１７－５

全面改築開館）

〒125-0051

新宿３－７－１ 立石１－９－１

（Ｓ．４８．５．１

Ｓ．４２．４．２０ Ｓ．２４．１．１０ Ｓ．５２．６．１ Ｓ．５２．１０．１ Ｓ．５６．１０．１

亀 有 図 書 館葛 飾 図 書 館 立 石 図 書 館 お花茶屋図書館 上 小 松 図 書 館

8 0 0 6 0

2 0 2 2 2

4,688.42㎡）

蔵 書 数 282,181冊 68,459冊 116,618冊 113,282冊 111,561冊

（ 一 般 書 ） （ 221,991冊） （ 50,309冊） （ 88,180冊） （ 84,866冊） （ 80,098冊）

（ 児 童 書 ） （ 60,190冊） （ 18,150冊） （ 28,438冊） （ 28,416冊） （ 31,463冊）

雑誌 タイ ト ル数 283種 0種 170種 150種 148種

新 聞 購 読 数 28種 0種 13種 16種 13種

Ａ Ｖ 資 料 数 8,171点 3,743点 3,344点 4,222点 3,358点

開 館 日 数 343日 292日 292日 292日 292日

職 員 数 31人 4人 4人 4人 4人

（司書・司書補） （ 7人） （ 2人） （ 2人） （ 1人） （ 2人）

非 常 勤 職 員 数 7人 12人 12人 11人 12人

（司書・司書補） （ 4人） （ 10人） （ 10人） （ 7人） （ 11人）

委 託 職 員 数 18人 0人 0人 0人 0人

（司書・司書補） （ 6人） （ 0人） （ 0人） （ 0人） （ 0人）

＊司書・司書補は職員の内数

＊閲覧席数・蔵書数・雑誌タイトル数・新聞購読数・ＡＶ資料数は平成２１年４月１日現在

＊職員数・非常勤職員数は平成２１年４月１日現在、開館日数は平成２０年度実績

＊雑誌タイトル数・新聞購読数の合計欄の数は区立図書館の全蔵書タイトル数

＊立石図書館は建替え工事のため休館。立石サービスコーナーを開設。蔵書数には、立石保管中も含む。

・ビデオ・DVD ・ビデオ・DVD ・ビデオ・DVD ・ビデオ・DVD ビデオ・DVD

ＣＤ・カセット・ ＣＤ・カセット・ ＣＤ・カセット・ ＣＤ・カセット・ ＣＤ・カセット・



 

〒125-0033 〒125-0053 〒124-0011 〒125-0031 〒125-0062

席 席 席 席 席 席

席 席 席 席 席 席

席 席 席 席 席 席

㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（葛飾図書館分館）

敷地）

219.56

（地区センター

青戸地区図書館

Ｈ．１６．５．１２

青戸５－２０－６

青戸地区センター内

３８３８－１２７３

３８３８－１２６９

6

303.76 14,590.94

（図書館部分） （図書館部分）

（複合施設） 老人ホーム敷地）

1,734.95 1,827.42 230.40

502

2,892.81 1,591.52 （小学校敷地） （特別養護

５６６０－２２０３

78 96 10 14

５６７０－３３２１ ５６６０－２２０１

３６２７－３１１４ ５６９４－４４２１ ５６７０－３４２２

３６２７－３１１１ ３６５０－７７４１

よつぎ小学校内西水元あやめ園内

東水元１－７－３ 鎌倉２－４－５ 四つ木４－８－１

Ｈ．１１．６．１

（葛飾図書館分館）（葛飾図書館分館）

西水元２－２－８

西水元地区図書館 合 計

Ｓ．５７．６．１ Ｓ．６２．６．２５ Ｈ．８．１２．７

水 元 図 書 館 鎌 倉 図 書 館 四つ木地区図書館

0 0 0 0 0 14

2 2 0 0 0 12

109,702冊 112,441冊 35,716冊 36,909冊 31,178冊 冊

（ 78,176冊） （ 83,871冊）（ 23,443冊） （ 23,063冊）（ 19,415冊） （ 753,412冊）

（ 31,526冊） （ 28,570冊）（ 12,273冊） （ 13,846冊）（ 11,763冊） （ 264,635冊）

161種 136種 61種 58種 72種 607種

14種 13種 8種 8種 8種 39種

3,413点 4,078点 1,526点 1,518点 1,365点 34,738点

292日 292日 280日 280日 280日 2,935日

4人 4人 0人 0人 0人 55人

（ 0人） （ 0人）（ 0人） （ 0人）（ 0人） （ 14人）

13人 11人 5人 5人 5人 93人

（ 10人） （ 11人）（ 2人） （ 3人）（ 4人） （ 72人）

0人 0人 0人 0人 0人 18人

（ 0人） （ 0人）（ 0人） （ 0人）（ 0人） （ 6人）

＊パソコンルーム・インターネットコーナーは閲覧席数の内数

＊パソコンルームは平成１５年１２月より開始

＊インターネットコーナーは平成１７年６月より開始

＊　　　身障者用トイレ　　　　チャイルドシート   　　　おむつ交換台　　　　

ＣＤ・カセット・

ビデオ・DVD ・ビデオ・DVD

ＣＤ・カセット・

・ビデオ・DVD ビデオ・DVD ビデオ・DVD ビデオ・DVD

1,018,047

ＣＤ・カセット・ ＣＤ・カセット・ ＣＤ・カセット・ ＣＤ・カセット・
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８ 事業の概要 

 

（１） 一般サービス 

① 図書の貸出 
図書の貸出しは、区内に在住・在勤・在学及び葛飾区に隣接している区・市に

在住し、「利用カード」の交付を受けている方が対象。「利用カード」は、区内全１０

館で共通に利用できる。 

貸出や検索等は、オンラインのコンピューターシステムにより行われている。貸

出期間は２週間、貸出冊数は図書、雑誌合わせて３０冊まで。 

② 閲覧 
    館内では、自由に図書を閲覧できるようになっているほか、コピーサービスも行

っている。館内での閲覧には、住所要件などの利用制限はなく、誰でも自由に

利用できる。 

また、各館には参考図書（調べものの本）コーナーや新聞・雑誌コーナーが設

けられている。 

③ 予約・リクエストサービス 
    一つの図書館の蔵書には限度があり、その中で利用者の資料要求に応えるた

めに「予約・リクエスト」サービスがある。 

 利用者の求める資料が貸出中、または自館で所蔵していない場合、20冊を限

度に「予約・リクエスト」として受け付け、主に次のような方法で提供している。 

区内で所蔵している資料については、予約をいただき他の館から取り寄せ、

到着後予約者に連絡している。なお、図書・ＡＶ資料等の運搬には専用の交換

車が毎日運行している。 

 区内に所蔵していない図書については、他区・市の図書館や都立図書館（館

内閲覧の場合あり）・国会図書館（館内閲覧のみ）などから借りて提供するほか、

選定会で検討し、購入して提供している。（ただし、他自治体からの取り寄せ、

新規購入のリクエストサービスについては、近隣市在住の方には提供していな

い） 

④ レファレンスサービス 
    レファレンスとは、図書館に来館する利用者の様々な相談に応じることである。

このレファレンス業務は、図書の貸出しとならぶ図書館の重要な業務である。 

    例えば、「老人介護のことについて調べたい」あるいは、「オリンピックの歴史を

知りたい」といった質問に対し、インターネット検索や図書資料を探して提供する

ことで、利用者の要求に応じている。 

 

（２） 児童サービス 

      児童サービスは、公共図書館の重要なサービスの一部門である。子ども時代に体
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験した「読書の楽しみ」は、子どもたちの精神的成長に大きな役割を果たしている。 

    児童サービスで大事なことは、多種多様な図書の中から質の高い本を選び、その中

から子どもたちに自由に選んでもらうことである。そのために、「はじめて であう えほ

ん（ＦＩＲＳＴ ＢＯＯＫ）」・一年生用のブックリスト「いちねんせいになったらよんでみよ

う」・夏休みの推薦図書リスト「むぎわらぼうし」などを作成し、各年齢層に応じた本の

紹介に努めている。 

      平成１４年度から新学習指導要領が施行され、「調べ学習」の機会が増えていく中

で、区立図書館では、学校図書館を補う形で資料提供等の支援を行うほか、学校と

連携した読書活動の普及や、図書館の利用を推進するために、学級招待、学級・学

校訪問、体験学習等のサービスを提供している。 

      また、各図書館では、親子や乳幼児、子どもたちに図書館のＰＲを含め、読書の意

義や楽しさを知らせることを目的に、それぞれ工夫を凝らした行事を行っている。 

      １６年度から、各館ごとに地域の保健所・保育園・児童館などの子育て支援機関が

情報交換を行う「子育て支援機関連絡会」に参加することとした。 

      １７年４月から、区内の小・中学校の調べ学習に必要な図書と、読書活動のための

図書の団体貸出に、図書館の配送車での配送を開始した。 

      １７年８月から赤ちゃんと親に本を通して楽しい時間を分かち合うことを応援する。

「ブックスタート」事業を開始。 

     １９年度、小学校の日光林間学園移動教室の調べ学習用としての資料「日光調べ

学習パック」を作成。２０年度より団体貸出実施。２１年度はさらにパック数を増やし、

事前事後の学習要望に応える予定。 

 

（３） ヤングアダルト（ＹＡ）サービス 

        小学校高学年から青年期の「大人と子ども」の境界にいる世代を YA（ヤングアダ

ルト）と位置付け、「読書の楽しみ」を知ってもらうこと、様々な資料を使い問題を解決

していく力を身につけてもらうことを目的として、この世代に向けたサービスを行って

いる。 

      平成１６年６月に出された「葛飾区社会教育委員の会議」（青少年が読書に親しむ

環境を整備するために）の答申では、区立図書館における中・高校生世代の利用の

促進が大きな課題となっており、中・高校生世代の居場所として図書館の YAコーナ

ーの充実が期待されている。 

      サービスとしては、YA世代向けの本のリスト「Ｄｏｇ Ｅａｒｓ」（ドックイアーズ）の作成

及び配布。学校での読書活動促進のための団体貸出の充実。YA世代向けホーム

ページの作成。「中学生向け図書館利用案内」を作成し、「総合的な学習の時間」な

どでより有効に図書館を活用してもらうための案内などを行った。 

      各館においては、中学校の団体利用や職場体験の受け入れ、ブックトーク（テー

マに沿った本の紹介）の実施、図書室担当職員または指導員との交流や情報交換

など様々な形で学校との連携を図っている。また、各館独自に YA世代に向けての
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情報紙などを作成し、配布している。 

（４） 視聴覚（ＡＶ）サービス 

      視聴覚資料として、ＣＤ（コンパクト・ディスク）・カセットテープ・ビデオテープ・DVD

の貸出しを行っている。対象は中学生以上、貸出期間は２週間、貸出点数はＣＤ・カ

セットテープは合わせて4点まで、ビデオテープ・DVDは1点までとしている。 

      視聴覚資料の収集方針を見直した結果、平成１５年度からレコードの収集、貸出

を休止している。 

      16ミリフィルムの貸出しは、葛飾図書館において実施している。 

 

（５） インターネットサービス 

      区立図書館のホームページを開設し、利用案内、行事予定、ベストリーダー、ベス        

     トオーダーなど図書館の様々な情報を提供している。 

また、インターネットで図書館資料の検索や、検索した資料をそのまま予約するこ

とが出来る。予約した資料が到着した連絡についてもメールでも行っている。このほ

かにも、個人の貸出状況や予約状況を確認することができる。 

ただし、個人情報を保護するため、資料の予約や個人情報の確認には、パスワー 

ドの登録が必要となる。パスワードは各図書館の窓口で直接本人に交付する。（窓口

で仮パスワードを交付し、利用者が館内端末機やホームページでパスワードを変更

し、利用する。） 

 平成１８年度からは、ホームページ上からのメールレファレンスを行っている。また、

平成１９年度から、葛飾・お花茶屋・上小松・鎌倉図書館に加え、立石・亀有・水元図

書館に利用者インターネットパソコンを各館２台設置し、インターネット、有料データ

ベースの利用を提供している。 

 

（６）団体サービス 

登録をした団体に、１ヶ月間本を５０冊を限度に貸出しをしている。予約やレファレ

ンスも一般と同様に行っている。 

      このサービスは、地域文庫や幼稚園･保育園･学校などの図書資料のバックアップ

に、また図書館不便地域のフォローとして役立てている。平成１７年度より、学校図書

館への団体貸出については、配送車を運行している。 

① 登録対象 
    登録申し込みの対象となる団体は、代表者が葛飾区内に在住する読書サーク

ル・文庫・事務所・その他の団体である。 

② 団体用図書 
    葛飾図書館では団体貸出用の児童図書を所蔵しており、学級文庫等に団体

パックも併用し貸出ししている。 
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（７）障害者サービス 

      葛飾区では、目や肢体等が不自由なため図書館の利用が困難な方を対象に次

のようなサービスを行っている。 

① 対面朗読 
    利用者からの申し込みにより、図書館は音訳ボランティアに依頼をし、その利

用者の最寄の図書館または、申込者の自宅で資料を朗読している。１回の利用

時間は２時間以内で、月４回までである。また、葛飾図書館には対面朗読室があ

る。 

② 録音図書の作成及び収集 
    文字で書かれた資料を音訳して、カセットテープやデイジーに録音したものを、

録音図書と言い、作成は葛飾図書館で著作権者の承認を得て、ボランティア団

体に作成を委託している。 

    また、市販の朗読ＣＤやデイジーの収集にも力を入れている。 

③ 点字図書の収集 
    点字図書は、日本点字図書館から購入したもののほか、区内の点訳グループ

が作成し寄贈を受けた点字図書も所蔵している。 

④ 点訳絵本、布絵本の収集 

    点訳絵本は、区内の点訳ボランティアグループが市販の絵本に点訳を行う。布

絵本は、区内の布絵本ボランティアに作成委託している。 

⑤ 宅配サービス 
    点字図書やカセットテープなど図書館資料の貸出しについては、利用者から

の電話申し込みを受けると、郵送または宅配している。同時に、体の不自由な方

や高齢で来館の困難な方に対しても宅配をしている。また、墨字版の『カセットテ

ープ図書の目録』、『点字図書目録』を作成している。 

⑥ プレクストーク、デイジー図書の貸出 
         デイジー録音図書(CDにデジタル録音された図書で、１枚のＣＤに２０時間以

上録音でき、検索も簡易)と専用再生機であるプレクストークを１ヶ月間貸し出し

ている。 

    ⑦ 音訳者養成のための講座実施 

    ⑧ 四者懇談会 

         年に１回、利用者、ボランティア（音訳・点訳）、図書館職員が情報交換を行 

い、相互理解を深めながら、サービスの向上を図っている。 

    ⑨ 拡大写本について 

         拡大写本のコーナーをお花茶屋図書館内に設置。さらに、機関紙「とぴっく    

       す」を作成し、葛飾図書館と各地域館に配付している。 
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（８）広報活動 

      図書館の行事、利用案内などを「広報かつしか」に掲載しているほか、２０年度は

以下のような印刷物を作成し、広報活動を行った。 

〈印刷物一覧〉 

   （一般対象） 

印 刷 物 名 作成・配布館 発行回数 発行部数 

館報「としょかん だより」 各館共通 年１回 １６，０００部 

事業年報 各館共通 年１回 ２５０部 

雑誌・新聞目録 各館共通 年１回 ７０部 

図書館行事案内 各館共通 毎月１回 各館必要部数 

各館だより（一般向け） 各館独自 

 

館により 

月刊・隔月・季刊 

各館 

150～200部 

各館だより（ヤングアダルト向け） 上小松・亀有 

水元・鎌倉 

館により 

月刊・隔月 

各館 

150～200部 

ヤングアダルト図書リスト 

「Ｄｏｇ Ｅａｒｓ（ドッグイアーズ）」 

各館共通 

 

年１回  

１３，０００部 

２０年度用図書館カレンダー 各館共通 年１回 ６０，０００部 

（児童対象） 

印 刷 物 名 作成・配布館 発行回数 発行部数 

夏休み推せん図書リスト 

「むぎわらぼうし」 

（１，２年・３，４年・５，６年用の３種類） 

全館共通 年１回 （3種類× 

9,000部）

27,000部 

１年生リスト 

「いちねんせい に なったら よんでみよう」 

全館共通 年１回 ５，０００部 

児童室だより 各館独自 館により 

月刊・隔月・季刊 

各館 

150～350部 

ライブラリー・インフォメーション 

小・中学校先生向け利用案内 

全館共通 年１回 １，０００部 

図書館見学・学級招待時の配布資料 各館独自 年1回 各館必要部数 

ほんはともだち 全館共通 隔年 10,000部 

 

（９） 自主活動グループの支援 

文学研究・郷土史研究・読書に関わるボランティアをしている団体など自主学習活

動を行っているグループに対して、会議室や点字プリンター等の貸し出をしている。 
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（１０）リサイクルコーナー 

図書館で除籍した本・雑誌や区民が不用になった本を無料提供することで、図書

の再利用を図っている。各館リサイクルコーナーを設けて、随時リサイクル本を提供

している。 

 

（１１）学校との連携・学校図書館支援 

１６年度から、子どもの読書活動の普及・促進や学校図書館の支援を目的に、小

学校・中学校の図書担当教諭及び学校図書館支援指導員と図書館職員の連絡会

を地域館ごとに立ち上げ、情報交換や連絡調整を行った。さらに、学校図書館支援

指導員や学校図書館ボランティアの研修を図書館が行い、学校図書館の機能向上

のための支援を行っている。 

 

（１２）学校図書館ボランティアへの支援 

１７年度より、葛飾学校図書館ボランティア連絡会が、子ども夢基金の助成を受け

て活動している。図書館は、場や資料の提供、その他、運営についてのアドバイスな

どの支援活動を行っている。 

 

（１３）ビジネス支援サービス 

      起業やスキルアップ、中小企業経営に関する知識など、働く世代が必要としている

情報を提供するために以下のサービスを始めた。 

     ・ビジネス支援コーナーを設置。効率よく資料を探せるように、また、サービスをＰＲ

するために、版年の新しい資料や基本的な資料を集めて展示。（葛飾図書館・お

花茶屋図書館・亀有図書館） 

     ・インターネットが利用できるパソコンの設置。（葛飾図書館・お花茶屋図書館・上小

松図書館・鎌倉図書館） 

     ・持ち込みパソコンが利用できる席を設置。（葛飾、上小松） 

     ・有料データベースを１～２タイトルずつ導入し、パソコン設置館において無料で提

供した。 

     ・２ヶ月ごとにテーマを変えて、ビジネス支援関連図書の展示を行っている。（葛飾

図書館） 

     ・中小企業庁の発行するパンフレットなど、ビジネス支援に関するパンフレットを収集

し、配布している。 

     



９　行事実績

（１）一般室主催行事
①映画会

   おもに中学生以上を対象とし、名作・芸術映画・文学作品などを上映した。

葛　飾 立　石 お花茶屋 上小松 亀　有 水　元 鎌　倉 合　計

回　数 12 9 12 12 12 5 5 67

参加人数 702 192 413 268 315 130 102 2,122

②ビジネス支援講演会

   時間管理術の専門家を招き無理のない時間管理の手法を学びたい方のための講演会。

館名 参加人数

葛　飾 50

③中村航氏講演会

館名 参加人数

お花茶屋 33

①上級音訳ボランティア講習会

　　図書館の音訳ボランティアの活動をしているか、葛飾区で実施した「音訳ボランティア講座（中級）」

　　を終了したか、同等レベルの技術のある方を対象として、技術の向上を図り、様々なジャンルの

　　資料を音訳できる体制を整えるため講座を開催した。

講師：遠藤　美枝子氏 受講者数　24名　　修了者数　18名

開催日 会場 参加人数

2月13日 葛　飾 24

2月24日 葛　飾 24

3月17日 葛　飾 24

   日頃から、その著作などを通して接している作家や著名人を招き、著作にちなんだ話

   などから読書への興味を深めてもらうことを目的として実施した。

館名 参加人数

葛　飾 112

館名 参加人数

葛　飾 37

第3回 図、写真、コミック、専門書の読み方

内容（テーマ） 講　　師

安藤　哲也

①講演会

１０月２６日（日）

開催月日

開催月日 講　　師

１月２５日（日） パパの読み聞かせ講座
「パパが読むとおもしろい！子育てに絵本

あきやまただし

内容（テーマ）

親子で楽しむ絵本の世界
あきやまただし絵本ライブ

たぶん正しい育児の話
杉山流子育ての楽しみ方

杉山　亮

内容（テーマ） 講　　師

開催月日 内容（テーマ） 講　　師

１１月８日（土） 夢をかなえる時間管理術 水口　和彦

開催月日

（２）児童室主催行事

回　期

第１回

第２回

１１月２２日（土）

（２）障害者サービス委員会主催行事

滑舌練習、アクセント練習

滑舌練習、アクセント練習

内　　容



②子ども映画会

　 子どもたちが本や図書館に興味を持つことを目的に、児童書を原作とする映画や　

 　名作アニメなどを上映した。

葛　飾 立　石 お花茶屋 上小松 亀　有 水　元 鎌　倉 合　計

回　数 11 10 12 12 12 4 12 73

参加人数 429 180 188 347 209 117 369 1,839

③おはなし会

　 子どもと本を結びつける最高の手段として、心を楽しませる「おはなし会」を行った。

  　また、まだ小さい子どもたちでも楽しめるよう、紙芝居や絵本の読み聞かせを中心にした

 　「絵本読み聞かせ」、０～３歳くらいの子と保護者の方を対象にした「おひざにだっこの

 　おはなし会」など、対象別におはなし会を開催した。

◇おはなし会

葛　飾 立　石 お花茶屋 上小松 亀　有 水　元 鎌　倉 西水元 青　戸 合　計

回　数 22 21 21 20 20 17 21 11 3 156

参加人数 411 248 186 299 205 210 204 166 40 1,969

◇絵本読み聞かせ

葛　飾 立　石 お花茶屋 上小松 亀　有 水　元 鎌　倉 合　計

回　数 50 21 24 25 49 38 25 232

参加人数 575 155 283 209 653 334 172 2,381

◇おひざにだっこのおはなし会

葛　飾 立　石 お花茶屋 上小松 亀　有 水　元 鎌　倉 青　戸 合計

回　数 23 22 41 36 27 11 12 15 187

参加人数 641 424 1,097 946 582 291 162 303 4,446

◇特別おはなし会（夏のこわいお話、クリスマスのお話会、など）

葛　飾 立　石 亀　有 水　元 鎌　倉 合計

回　数 2 1 2 7 1 13

参加人数 66 30 47 232 74 449

◇「子ども読書の日」記念おはなし会

葛　飾 立　石 上小松 鎌　倉 青　戸 合　計

回　数 1 1 1 1 2 6

参加人数 32 12 31 27 20 122

④「子ども読書の日」記念行事

　　４月２３日の「子ども読書の日」及び５月１２日までの「子ども読書週間」に、より本に親しんで

　　もらうために、上記おはなし会のほか、「お気に入りの本を絵にしよう」の募集を行い、優秀作

　　品は表彰の後に全館を巡回展示や「よい絵本」などの展示を行った。



⑤人形劇

　 人形劇団を招き、名作などの上演を通して、本への関心を高めてもらうきっかけづくりとして、

　児童館やボランティアグループとの共催により実施した。

館名 開催日 参加人数

西水元 3月1日 45

⑥保育園・幼稚園招待・訪問

　　保育園・幼稚園児を図書館に招待又は訪問し、絵本の読み聞かせ、ストーリーテリング、紙芝居

　　パネルシアターなどで本の紹介をし、団体貸出なども行い、本に親しむ機会を作った。

葛　飾 立　石 お花茶屋 上小松 亀　有 水　元 鎌　倉 四つ木

回　数 32 52 49 92 61 75 49 25

参加人数 1,332 1,228 1,492 3,384 1,590 2,277 1,066 577

西水元 青　戸 合　計

回　数 19 35 489

参加人数 430 1,078 14,454

⑦児童館訪問

　 児童館に集まる子どもたちを対象に、本の読み聞かせや紙芝居などを行った。

お花茶屋 上小松 鎌　倉 西水元 合計

回　数 11 15 3 2 31

参加人数 431 445 74 52 1,002

⑧学級招待

　 小学校２・３年生を対象に学級単位で図書館に招待し、館内見学、ストーリーテリング、パネルシ

   アター、本の紹介などを行ない、本に親しむ機会を作った。

葛　飾 お花茶屋 上小松 水　元 鎌　倉 西水元 合　計

回　数 5 4 3 11 4 1 28

参加人数 269 345 344 687 227 120 1,992

⑨学級・学校訪問

　 学校に訪問し、学級や学校単位で図書館の利用方法について説明し、読み聞かせや

    ブックトークなどを行い、本に親しむ機会を作った。

葛　飾 上小松 亀　有 水　元 鎌　倉 四つ木 青　戸 合計

回　数 6 13 9 1 1 25 5 60

参加人数 485 960 600 15 23 827 146 3,056

２ひきのねずみ他 柴又おはなしころりん（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ）

内　　容 劇団名



⑩職場体験・図書館見学

　 図書館の仕事の体験や見学を通して、図書館への理解を深めてもらうとともに、本に親しむ

   機会を作った。

◇職場体験

葛　飾 立　石 お花茶屋 上小松 亀　有 水　元 鎌　倉 合　計

回　数 28 7 12 12 15 16 16 106

参加人数 100 21 40 59 40 38 53 351

◇図書館見学

葛　飾 お花茶屋 水元 鎌　倉 青　戸 合　計

回　数 3 3 1 2 1 10

参加人数 8 90 1 30 77 206

⑪一日図書館員

　 小学生４～６年生を対象に、カウンター業務（資料の貸出・返却）などの図書館の仕事を体験

    してもらい、図書館への関心を深め、本に親しむ機会を作った。

   四つ木、西水元・青戸の地区図書館は、１日だけ実施した。

葛　飾 立　石 お花茶屋 上小松 亀　有 水　元 鎌　倉 四つ木

回　数 3 3 3 3 3 3 3 1

参加人数 24 22 24 21 23 24 24 3

西水元 青　戸 合　計

回　数 1 1 24

参加人数 3 2 170

⑫保健所訪問・招待

　　乳幼児健診等で保健所・保健センターに集まった保護者を対象に、保健所・保健センターや

　　図書館で乳幼児からの絵本の読み聞かせについての話や絵本の紹介を行った。

葛　飾 お花茶屋 水　元 合計

回　数 12 1 5 18

参加人数 250 80 244 574



⑬読み聞かせボランティア講座

　　初級編：幼稚園・保育園・小学校などで読み聞かせをしている方、又はする予定のある方を対象に

　　子どもの読書活動を推進していけるボランティアの養成のため、読み聞かせ講座を開催。

　　講座は、区広報紙、館内ポスターなどで受講者を募集した。

第8期　初級読み聞かせボランティア講座　　　　　　

日時 会場 参加人数

第１回 5月24日 水　元
48
（19）

第２回 5月28日 水　元 20

第３回 6月4日 水　元 18

第４回 6月18日 水　元 19

＊第１回の公開講座の（　）の数は、参加人数の内の受講者数

　　中級編：読み聞かせボランティア講座（初級）修了生のレベルアップを図るとともに、現在読み聞かせ

　　を行っている区民の技術向上を図るため講座を開催。

　　講座は、区広報紙、館内ポスターなどで受講生を募集した。

第４期　中級読み聞かせボランティア講座

日時 参加人数

第１回 10月4日
３９
（１９）

第２回 10月15日 21

第３回 10月29日 26

第４回 11月5日 21

第５回 11月19 22

＊第１回の公開講座の（　）の数は、参加人数の内の受講者数

⑭ブックスタート

　　赤ちゃんと保護者が絵本を介して言葉と心を通わす、そのかけがえのないひとときを応援

　　する運動。絵本、イラストアドバイス集などの入った「ブックスタートパック」を手渡し、絵本の

　　読み聞かせを行った。

　　平成１８年４月から、各保健所・保健センターで実施される３・４ヶ月児健診で行っている。

葛　飾 立　石 お花茶屋 上小松 亀　有 水　元 鎌　倉 合　計

回　数 21 18 12 13 18 16 13 111

パック配布数 788 526 420 449 564 545 368 3,660

葛　飾 受講生によるグループ別発表会

『絵本の読み聞かせ』について・絵本の選び方・読み
方・
プログラムの組み方
　　講師　平田美恵子氏（「おはなし会ガイドブック」著
者）

『語り（ストーリーテリング）』を中心に、お話の選び方・
語り方・プログラムの組み方
　　講師　平田美恵子氏（「おはなし会ガイドブック」著
者）

図書館職員によるおはなし会の企画と実演

葛　飾

葛　飾

葛　飾

会場

葛　飾

内　　容

公開講座『絵本の扉を開いたら』
講師　浜田桂子氏（絵本作家）

受講生による発表会

読み聞かせについて
「子どもに本の楽しさを」　伊藤明美氏

ボランティア経験者のお話と実演
図書館職員による読み聞かせ指導

内　　容

図書館職員の実演と受講生発表準備



             ブックスタートボランティア研修の実施

日時 会場 参加人数

２月５日 葛飾 12

⑮障害児学校訪問・招待

　　障害のある児童・生徒を図書館に招待又は訪問し、絵本の読み聞かせ、ストーリーテリング

　　パネルシアター、ブックトークなどを行い、本に親しむ機会を作った。

葛　飾 水　元 西水元 合計

回　数 3 2 15 20

参加人数 46 27 238 311

⑯学校図書館・公共図書館連絡会

　　子ども読書活動推進計画に基づき、地域の学校と公立図書館との連携を推進するために　　

　　担当教諭・支援指導員・ボランティア等の出席のもと、連絡会を行った。

葛　飾 立　石 お花茶屋 上小松 亀　有 水　元 鎌　倉 合　計

回　数 2 2 1 4 3 3 1 16

参加人数 68 25 25 70 30 56 18 292

⑱その他の行事

◇「おすすめの本を絵にしよう」表彰式ほか 葛　飾　３回　６９人　

◇学校図書館ボランティア研修 葛　飾　２回　６７人

◇末広学童クラブ招待 葛　飾　１回　２５人

◇紙芝居の会　 葛　飾　４回　６０人

◇ブックスタートアンケート配布 立　石　３回　１００人

◇１日映画会 お花茶屋　１回　１２５人

◇ボランティア連絡会ほか 上小松　２回　２１人

◇工作教室ほか 亀　有　２回　６７人

◇読み聞かせボランティア講座 亀　有　１回　２１人

◇ブックスタートアンケート配布 亀　有　２回　６６人

◇紙芝居の会ほか 水　元　１６回　２７０人

◇図書館インタビュー 水　元　１回　５人

「現在の子育て事情…地域の中での子育ての論」
　　　区立水元保健センター保健士　遠藤富子氏
「子どもにとっての良い遊ばせ方…遊ばせ方を学ぶ」
　　　私立ことばの森保育園園長　紺野伊久子氏

内　　容



◇ブッククラブ 　 水　元　４回　１８人

◇教員研修ほか 水　元　１２回　２３０人　

◇工作の会ほか 鎌　倉　２回　３３人

◇ＹＡ交流会ほか 鎌　倉　４回　１３３人

◇四つ木小学校３年生ブックトーク 四つ木　１回　５７人

◇西水元あやめ園訪問 西水元　４回　６６人



１０　各種統計

（１）サービス実績

16年度 17年度 18年度 19年度 23区平均

区民一人当り 蔵書総数／人口 2.32 2.35 2.34 2.34

の蔵書数 （図書）

区民一人当り 貸出冊数／人口 6.06 6.23 6.22 6.25 （個人貸出）

の貸出冊数 （図書･雑誌　含団体） 7.10（冊）

登録者一人当 個人貸出冊数 14.75 14.94 14.98 15.45

りの貸出冊数　　　(図書・雑誌）／登録者数

区民一人当り 図書館資料費／人口 233 233 256 461

の資料購入費

区民一人当り 購入冊数／人口 0.11 0.10 0.12 0.19

の購入冊数 (図書）

登　録　率 登録者数／人口*100 39.70 39.75 39.16 38.49

(個人）

全蔵書の 貸出冊数／蔵書冊数 2.47 2.50 2.51 2.52 （個人貸出）

平均貸出回数 （図書･雑誌　含団体） 2.48（回）

開館日一日当 貸出冊数（図書･雑誌             9,365 9,512 9,363 9,424

りの貸出冊数　　　含団体）／開館日数平均

注：人口、蔵書総数、登録者数は次年度の４月１日現在。                   
　　 その他は、各年度の実績。登録者には区内在勤・在学・近隣区市を含む。
    蔵書数には、新中央図書館分を含まない。購入冊数には新中央館分を含む。
　　図書資料費は、雑誌、新聞、官報、視聴覚資料、新中央図書館用資料など全ての資料を含む。
    登録者数・貸出冊数・図書館資料費・購入冊数・開館平均日数には、男女平等推進センター分は含まず。

（２）登録者所在内訳

一 般 室 登 録 者 構 成 比

区 内 在 住 141,110 90.44%

足 立 区 3,528 2.05%

江 戸 川 区 5,916 3.63%

墨 田 区 484 0.27%

江 東 区 274 0.15%

その他の都内 633 0.35%

都 内 計 151,945 96.88%

埼玉県三郷市 1,553 0.91%

千葉県松戸市 1,435 0.81%

そ の 他 2,513 1.40%

合 計 157,446 100.00%

注：登録者数は、20年度末までに登録した延べ人数で、男女平等推進センターの登録者を含む。    

56

1

25,752

12

9

25,969

110

51

2,569

183,415

496

283

634

177,697

1,663

1,486

233

735

3,761

6,651

児 童 室 登 録 者

24,762

合　       　計

165,872

182,439/445,108*100
37.42（％）

        ＝４０．９９（％）

2,873,308/1,077,686

        ＝  ２．６７（回）

2,873,308/294
－

        ＝９，７７３（冊）

2,749,526/182,439
18.98（冊）

111,835/445,108
－

        ＝  ０．２５（冊）

        ＝１５．０７　（冊）

254,488,304/445,108
351（円）

        ＝  ５７２（円）

         20年  度

1,018,047/445,108
2.87(冊）

        ＝  ２．２９（冊）

2,873,308/445,108

        ＝  ６．４６（冊）
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（３）図書館資料費推移（決算額）

１９ 年　度 ２０ 年　度 前年度比

84,859,478 84,107,754 -0.9
 一  般　書 64,965,398 64,051,100 -1.4
 児  童　書 19,894,080 20,056,654 0.8

12,483,888 14,247,753 14.1

4,573,180 4,567,940 -0.1

308,112 308,112 0.0

3,976,806 4,019,216 1.1

     　　　そのブックスタート図書資料費 2,231,920 2,458,867 10.2

108,433,384 109,709,642 1.2

       ｺﾝﾊﾟｸﾄﾃﾞｨｽｸ　（計） 2,400,597 2,448,647 2.0
       ｶｾｯﾄﾃｰﾌﾟ　（計） 72,942 67,156 -7.9
       ﾃﾞｲｼﾞｰ図書 88,410 87,150 -1.4
       ﾋﾞﾃﾞｵｿﾌﾄ 0 0 －
       ＤＶＤ 1,839,051 1,875,224 2.0
　　　 ＣＤ－ＲＯＭ 一般書に含む 126,420 100.0

4,401,000 4,604,597 4.6

112,834,384 114,314,239 1.3

視聴覚資料費の計     ［Ｂ］

図書館資料費の合計［Ａ］+［Ｂ］

雑              誌

　　　（単位：円・％）

種       別

図           書　（計）

追              録

図書等購入費の計     ［Ａ］

新              聞

官              報

新中央図書館用資料購入

１９ 年　度 ２０ 年　度 前年度比

70,086,350 119,830,790 71.0

13,906,273 12,081,719 -13.1

83,992,623 131,912,509 57.1

3,510,000 3,553,555 1.2

3,988,004 4,708,001 18.1

7,498,004 8,261,556 10.2

91,490,627 140,174,065 53.2

新中央図書館用　一般書

種       別

視聴覚資料費の計     ［Ｄ］

図書館資料費の合計［Ｃ］+［Ｄ］

新中央図書館用　DVD

新中央図書館用　コンパクトディスク

新中央図書館用　児童書

図書等購入費の計     ［C］



70,086,350

119,830,790

13,906,273 

12,081,719 

3,510,000 

3,553,555 

3,988,004 

4,708,001 

図書館資料費推移（決算額）

新中央館 ＤＶＤ

新中央館 ＣＤ

新中央館 児童書

新中央館 一般書

視聴覚資料

官報他

64,462,555
61,138,006

66,819,467 64,965,398 64,051,100

13,387,502
14,913,838

19,719,288 19,894,080 20,056,654

12,066,789 11,956,731

12,303,232 12,483,888 14,247,7534,531,528 4,560,692

4,563,032 4,573,180 4,604,5974,300,179 4,429,884

4,342,489 4,255,094 4,876,0522,973,413
3,005,784

3,254,373 4,401,000 4,478,177

１６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度

官報他

新聞

雑誌

児童書

一般書



（４）登録者の推移

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

１６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度

26,100 26,636 26,342 25,962 25,953

147,586 
148,226 

146,446 144,695 
156,486 

人

一 般

児 童

 

２０年度における登録者数

お 花 男女

茶 屋 ｾﾝﾀｰ

一  般 1,987 848 1,061 1,155 786 942 1,001 159 146 365 8,450 27

新　　規 児  童 576 304 459 473 295 538 557 114 135 127 3,578 0

合  計 2,563 1,152 1,520 1,628 1,081 1,480 1,558 273 281 492 12,028 27

登 録 者  H   S 9 5 8 3 1 2 2 0 12 33 0

団  体 79 18 41 18 24 31 15 0 1 0 227 0

　 相　互 1 0 0 0 0 0 0 0 00 1 0

343 292 292 292 292 292 292 280 280 280 2,935 －

7 4 5 6 4 5 5 1 12 4 －

一  般 32,30418,95120,86419,38914,87319,61619,633 3,930 4,538 2,388156,486 438

登 録 者　　児  童 3,776 2,863 3,707 3,097 2,272 4,402 3,063 889 986 898 25,953 9

合  計 36,08021,81424,57122,48617,14524,01822,696 4,819 5,524 3,286182,439 447

延べ人数 H   S 125 54 145 47 36 38 41 17 20 5 528 1

団  体 377 143 222 237 178 251 177 34 44 13 1,676 0

相　互 261 0 0 1 0 0 0 0 00 262 0

＊「HS」はハンディキャップサービスの登録者数

四つ木 西水元 合 計青戸上小松  亀 有　 水 元 鎌 倉

1日平均登録者数

開  館  日  数

葛飾 立 石
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（５）蔵書数の推移  

0 

200,000 

400,000 

600,000 

800,000 

1,000,000 

1,200,000 

１６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度

261,134 268,455 270,979 273,763 264,635 

755,429 765,429 760,988 765,224 753,412 

冊

一般書

児童書

（６）資　料　統　計
    館別蔵書・所蔵数 平成２１年4月1日現在

葛　　飾 立   石 お花茶屋 上 小 松 亀   有 水   元 鎌   倉 四 つ 木 西 水 元 青　戸 合   計

282,181 68,459116,618113,282111,561109,702112,441 35,716 36,909 31,1781,018,047

一  般  書 221,991 50,309 88,180 84,866 80,098 78,176 83,871 23,443 23,063 19,415 753,412

（大活字・
　　点字資料）

4,118 329 633 775 1,158 908 837 200 167 64 9,189

（地域資料） 17,196 1,805 3,595 2,037 2,060 2,160 1,701 506 477 476 32,013

（外国語資料） 3,333 382 687 1,076 1,208 940 683 19 63 0 8,391

児  童  書 60,190 18,150 28,438 28,416 31,463 31,526 28,570 12,273 13,846 11,763 264,635

（ 紙 芝 居 ） 1,001 420 457 498 608 742 775 381 292 220 5,394

（ 絵 本 ） 20,977 7,128 10,166 11,018 11,806 12,547 11,166 4,652 5,872 5,449 100,781

28 0 13 16 13 14 13 8 8 8 39

283 0 170 150 148 161 136 61 58 72 607

4,574 2,647 2,657 2,860 2,607 2,432 3,234 1,316 1,201 1330 24,858

1,257 1,027 608 1,294 693 881 756 183 301 22 7,022

1,490 47 53 42 35 75 65 19 7 5 1,838

850 22 26 26 23 25 23 8 9 8 1,020

655 0 0 0 0 0 0 00 0 655

＊ （    ）は内数
＊ 新聞・雑誌はタイトル数
＊ ビデオは葛飾図書館のみ（その他の図書館は広報ビデオ）

図 書

新 聞

雑 誌

１ ６ ﾐ ﾘ ﾌ ｨ ﾙ ﾑ

Ｃ Ｄ

カ セ ッ ト

ビ デ オ

Ｄ Ｖ Ｄ
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（７）館別蔵書冊数

     平成２１年４月１日現在

一　般　書 単位；冊

葛　飾 立  石 お花茶屋 上小松 亀　有 水　元 鎌　倉 四つ木 西水元 青　戸 合  計

０ 総    記 6,386 1,255 2,312 2,239 2,557 1,757 1,551 311 364 480 19,212

１ 哲    学 8,208 1,404 2,582 3,176 2,572 2,215 2,069 522 424 394 23,566

２ 歴    史 18,974 4,276 8,025 7,470 6,308 7,057 6,868 1,487 1,287 1,730 63,482

３ 社会科学 30,992 6,652 9,608 10,323 8,901 7,989 7,791 1,727 1,583 1,524 87,090

４ 自然科学 11,801 2,628 6,077 5,585 4,010 4,107 5,269 1,406 1,214 1,018 43,115

５ 技    術 14,241 3,813 5,885 6,554 5,628 5,459 7,460 2,261 1,701 2,548 55,550

６ 産    業 5,742 1,636 2,507 2,733 2,288 2,195 3,458 753 508 622 22,442

７ 芸    術　 16,856 4,257 6,939 8,283 6,574 6,359 6,887 1,416 1,441 1,555 60,567

８ 言    語 3,041 840 1,195 889 1,009 1,187 1,373 305 305 399 10,543

９ 文    学 45,453 10,307 17,347 20,136 19,234 17,469 19,382 4,639 8,899 3,664 166,530

Ｋ 郷土・行政資料 17,196 1,805 3,595 2,037 2,060 2,160 1,701 506 477 476 32,013

Ｌ・Ｘ 大活字・点字資料 4,118 329 633 775 1,158 908 837 200 167 64 9,189

Ｒ 参考図書 12,607 2,173 3,332 2,378 2,682 2,706 1,983 252 277 205 28,595

Ｂ 文庫 11,515 4,931 8,765 5,434 6,466 6,876 8,839 4,003 2,348 2,527 61,704

Ｇ 外国語資料 3,333 382 687 1,076 1,208 940 683 19 63 0 8,391

Ｙ ﾔﾝｸﾞｱﾀﾞﾙﾄ 8,489 2,261 5,956 3,853 5,427 5,490 4,916 2,152 1,443 1,576 41,563

Ｚ 特集本等 2,121 596 1,830 1,214 1,266 1,473 694 20 22 14 9,250

Ｍ マンガ 918 764 905 711 750 1,829 2,110 1,464 540 619 10,610

221,991 50,309 88,180 84,866 80,098 78,176 83,871 23,443 23,063 19,415 753,412

児　童　書 単位；冊

葛　飾 立  石 お花茶屋 上小松 亀　有 水　元 鎌　倉 四つ木 西水元 青　戸 合  計

０ 総    記 724 127 199 109 145 225 158 83 67 46 1,883

１ 哲    学 215 54 110 86 103 77 98 44 32 24 843

２ 歴    史 3,161 650 1,055 878 1,127 1,020 1,131 384 484 375 10,265

３ 社会科学 2,436 748 1,412 1,034 1,391 1,155 1,131 674 642 457 11,080

４ 自然科学 3,875 1,419 2,541 1,935 2,472 2,356 2,393 758 1,326 916 19,991

５ 技    術 1,513 645 1,170 744 1,191 974 1,048 506 536 329 8,656

６ 産    業 327 132 277 304 242 196 193 104 91 71 1,937

７ 芸    術　 1,881 697 1,290 1,022 1,505 1,143 1,199 522 611 393 10,263

８ 言    語 366 128 209 251 276 176 191 115 176 68 1,956

９ 文    学 18,908 5,014 8,398 9,162 9,262 9,350 8,113 3,163 3,142 2,591 77,103

Ｐ 紙 芝 居 1,001 420 457 498 608 742 775 381 292 220 5,394

Ｅ 絵　　本 20,977 7,128 10,166 11,018 11,806 12,547 11,166 4,652 5,872 5,449 100,781

Ｒ 参考図書 843 226 302 430 428 334 257 103 121 180 3,224

Ｂ 文庫 2,633 376 778 864 803 966 613 641 374 568 8,616

Z 特集本等 261 210 52 79 77 77 65 21 56 73 971

Ｍ マンガ 1,069 176 22 2 27 188 39 122 24 3 1,672

60,190 18,150 28,438 28,416 31,463 31,526 28,570 12,273 13,846 11,763 264,635合       計

合       計
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（８）蔵 書 冊 数 表
一 般 書 児 童 書

9 文学 166,530 22.1％ E 絵本 100,781 38.1％

3 社会科学 87,090 11.6％ 9 文学 77,103 29.1％

2 歴史 63,482 8.4％ 4 自然科学 19,991 7.6％

B 文庫 61,704 8.2％ 3 社会科学 11,080 4.2％

7 芸術 60,567 8.0％ 2 歴史 10,265 3.9％

5 技術 55,550 7.4％ 7 芸術 10,263 3.9％

4 自然科学 43,115 5.7％ 5 技術 8,656 3.3％
Y ヤングアダルト 41,563 5.5％ B 文庫 8,616 3.3％
K 郷土・行政資料 32,013 4.2％ P 紙芝居 5,394 2.0％
R 参考図書 28,595 3.8％ R 参考図書 3,224 1.2％

1 哲学 23,566 3.1％ 8 言語 1,956 0.7％

6 産業 22,442 3.0％ 6 産業 1,937 0.7％

0 総記 19,212 2.5％ 0 総記 1,883 0.7％

M マンガ 10,610 1.4％ M マンガ 1,672 0.6％

8 言語 10,543 1.4％ Z 特集本等 971 0.4％
Z 特集本等 9,250 1.2％ 1 哲学 843 0.3％
L・Ｘ 大活字・点字資料 9,189 1.2％ 264,635 100.0％
G 外国語資料 8,391 1.1％

753,412 100.0％

一  般  書    

                言　　語　１．４％      　特集本等 １．２％

                マンガ　　１．４％ 大活字・点字資料　１．２％

                総    記   ２．５％    外国語資料　１．１％

　　        産　　業　３．０％

    哲　学 ３．１％  文　　学　２２．１％

            参考図書 ３．８％    

      郷土行政資料　４．２％

     ヤングアダルト　５．５％ 蔵書数

  ７５３，４１２冊

自然科学　５．７％

     技　　術　７．４％    社会科学　１１．６％

        芸　　術　８．０％

    歴　　史　８．４％

                文　　庫　８．２％

児　童  書                 マンガ　　

　　　　　　　　　　     　産　　業　０．７％ 　総記　０．７％

   　　　　　　　 　言　　語　０．７％ 　　    マンガ　　０．６％

　　　　　　　　参考書　１．２％ 　               特集本等　　０．４％

　　　　　　紙芝居　２．０％ 哲　　学　０．３％

   　　文　　庫　３．３％

　　　技　　術　３．３％

　　　　　　　　　　　　　芸　　術　３．９％

　　　　　　　　　　　　歴　　史　３．９％ 蔵 書 数        絵本　３８．１％

２６４，６３５冊

社会科学　４．２％

　　自然科学　７．６％

文　　学　２９．１％

合   計

合   計
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（９）図書貸出冊数の推移

0 

500,000 

1,000,000 

1,500,000 

2,000,000 

2,500,000 

3,000,000 

829,898 893,785 916,836 912,470 927,335 

1,820,479 
1,852,549 

1,834,501 
1,867,146 

1,954,348 

冊数

一般書

児童書

２０年度における貸出冊数（図書・雑誌）

お 花 男　女

茶 屋 ｾﾝﾀｰ

一 般 書 414,693159,304256,130200,594174,614252,385261,176 73,161 51,050111,2411,954,348 4,191

1日平均
 貸出冊数

1,209.0 545.6 877.2 687.0 598.0 864.3 894.4 261.3 182.3 397.3 6,516.4 －

児 童 書 185,147 74,733103,417117,756 83,984126,922103,153 42,387 35,180 54,656 927,335 514

1日平均
 貸出冊数

539.8 255.9 354.2 403.3 287.6 434.7 353.3 151.4 125.6 195.2 3,100.9 －

開館日数 343 292 292 292 292 292 292 280 280 280 2,935 －

合  計 599,840234,037359,547318,350258,598379,307364,329115,548 86,230165,8972,881,683 4,705

   注：団体等登録利用を含む。

葛　飾 立  石 上小松 亀  有 合  計水  元 鎌  倉 四つ木 青　戸西水元

1６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度
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（１０）図書貸出冊数表 （図書・雑誌）

一  般  書 児　童  書

記号 分　類 冊　数 記号 分　類 冊　数

9 文学 390,276 20.0％ Ｅ 絵本 461,136 49.7％

Ｂ 文庫 234,835 12.0％ 9 文学 201,364 21.7％

5 技術 205,728 10.5％ 4 自然科学 36,333 3.9％

3 社会科学 156,481 8.0％ 7 芸術 34,277 3.7％

2 歴史 147,902 7.6％ Ｂ 文庫 29,707 3.2％

雑誌 146,079 7.5％ Ｍ マンガ 29,559 3.2％

Y ヤングアダルト 144,906 7.4％ 雑誌 26,358 2.8％

M マンガ 119,446 6.1％ 3 社会科学 25,973 2.8％

7 芸術 110,256 5.6％ 5 技術 25,109 2.7％

4 自然科学 84,677 4.3％ Ｐ 紙芝居 24,673 2.7％

1 哲学 57,904 3.0％ 2 歴史 15,626 1.7％

6 産業 54,917 2.8％ 8 言語 5,053 0.5％

0 総記 29,329 1.5％ 1 哲学 3,020 0.3％

8 言語 24,245 1.2％ 6 産業 2,497 0.3％

Ｚ 特集本等 15,320 0.8％ Ｒ 参考図書 2,173 0.2％

そ の 他 32,047 1.6％ そ の 他 4,477 0.5％

1,954,348 100.0％ 927,335 100.0％

一 般 書 総　記　１．５％

　　　　　　産　業　２．８％ 　　　言　語１．２％

　　　　　哲学　３．０％ 　　　特集本等　０．８％
自然科学　４．３％ 　　　　その他１．６％

合      計 合    計

割　合割　合
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自然科学　４．３％ 　　　　その他１．６％
　　　　　　　　　芸　術　５．６％

　　　文　学　２０．０％

　　　　　　　　マンガ　６．１％
   貸出総数
  1954,348冊

　　　　ヤングアダルト　７．４％
　　　　　文　庫　１２．０％

　　　　　　　　　　雑誌　７．５％

　　歴史　７．６％ 　　 　　　技　術　１０．５％

社会科学　８．０％

児 童 書       哲　学　０．３％
     言　語　０．５％ 産　業  ０．３％

 　　参考図書  ０．２％
                紙芝居　２．７％    　　　　　その他　０．５％
       　　技　術　２．７％
　　 社会科学　２．８％
　　雑　誌　２．８％
　マンガ　３．２％
文　　庫　３．２％
芸　　術　　３．７％    貸出総数        絵本　４９．７％

     927,335冊
自然科学　３．９％

文　　学　２１．７％

                         歴　　史　１．７％
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（１１）ＡＶ（視聴覚）資料利用状況

ＡＶ資料貸出数

お 花 男　女

茶 屋 ｾﾝﾀｰ

Ｃ    Ｄ 39,061 13,854 19,104 18,929 15,495 15,683 18,866 6,058 4,614 11,113162,777 495

カセット 2,669 975 1,649 1,299 744 1,482 1,971 403 197 109 11,498 1

ビ デ オ 7,023 127 130 174 213 117 176 45 82 94 8,181 9

D　V　D 7,086 384 422 715 349 327 508 90 133 196 10,210 33

その他 54 2 0 5 0 0 0 0 0 0 61 0

合    計 55,893 15,342 21,305 21,122 16,801 17,609 21,521 6,596 5,026 11,512192,727 538

１６mmフィルム貸出数（葛飾図書館のみ）

社会教育 交   通 公災害 一般教養 アニメ 合 計

7 0 0 3 13 23

１６mmフィルム貸出先（葛飾図書館のみ）

学   校 官公署 Ｐ Ｔ Ａ 子ども会 自治町会 自主団体 合 計

0 0 1 0 0 9 10

葛  飾 立 石 上小松 亀  有 合   計水  元 鎌  倉 四つ木 西水元 青　戸
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（１２）予約・リクエスト統計

一般図書・雑誌

　　　館名

内訳

予約受付 87,860 52,183 59,893 55,465 48,193 64,634 66,744 19,493 11,472 33,521499,458 2,583

内 借用 1,281 497 729 1,043 923 791 745 275 176 632 7,092

数 提供不能 40 0 33 19 21 0 0 5 0 29 147

選定落ち 0 1 5 9 2 0 15 4 0 0 36

             

児童図書・雑誌

      館名

内訳

予約受付 14,159 7,328 9,103 11,632 7,579 13,770 11,713 5,146 4,062 6,138 90,630 384

内 提供不能 5 0 1 0 1 0 0 4 0 0 11

数 選定落ち 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ａ　　Ｖ

      館名

内数

10,203 5,893 7,120 8,527 5,570 6,457 8,903 2,070 1,666 3,653 60,062 427予約受付

西水元 青　戸 合　計
男女
ｾﾝﾀｰ

亀　有 水　元 鎌　倉 四つ木葛　飾 立　石
お花茶
屋

上小松

西水元 青　戸葛　飾 立　石
お花茶
屋

上小松 合　計
男女
ｾﾝﾀｰ

亀　有 水　元 鎌　倉 四つ木

合　計
男女
ｾﾝﾀｰ

亀　有 水　元 鎌　倉 四つ木葛　飾 立　石
お花茶
屋

上小松 西水元 青　戸
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10,203 5,893 7,120 8,527 5,570 6,457 8,903 2,070 1,666 3,653 60,062 427

25 5 1 11 4 0 0 2 0 4 52

   予約受付 →インターネット・館内端末からの利用者による予約を含む。

   借用 →当該資料が区内未所蔵等のため、区外の図書館からの取り寄せたもの。

　　（他の自治体所蔵の資料のため、一般書・児童書の区別ができず、一般書にまとめて記載した。）

   提供不能 →区内・区外ともに資料がなく、絶版等で購入もできなかったもの。

   選定落ち →区内・区外ともに資料がなく購入選定を行ったが、区立図書館の蔵書として不適当と判断したもの

予約方法別受付件数（再掲）

予約方法 割合 ＊男女平等推進センター含む。団体、協力含む。

図書館カウンター 14.33%

インターネット 64.13%

館内端末 21.54%

合計 100%

　　　　
図書館ｶｳﾝﾀｰ →予約・リクエストカードを図書館カウンターに提出し、図書館職員が予約入力する。

インターネット →インターネットによる予約。(平成16年1月28日より受付開始。)

館内端末 →館内利用者端末から、利用者が直接予約入力。(平成15年1月17日より受付開始。)

予約受付

提供不能

660,981

合　　　計

94,698

423,918

142,365
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（1３）蔵書点検

蔵書資料点検の実施時期及び不明数

一般書 児童書 雑誌 Ｃ Ｄ カセット ビデオ

289 58 61 13 25 2

430 18 145 10 9 0

626 42 167 38 8 0

883 35 101 43 5 0

523 41 56 17 44 0

769 57 95 21 0 0

712 39 37 23 4 0

120 27 8 3 0 0

125 23 31 6 0 0

382 14 8 8 3 0

4,859 354 709 182 98 2

図書資料の除籍冊数推移

お花茶屋図書館

上 小 松 図 書 館

亀  有  図  書  館 10,477

5,139

11,540

3,418 4,541 6,256 5,671

9,917 6,787 6,411

3,452

平成２０年度平成１９年度

6,378 6,063 7,111

3,502 4,978

6,481 6,559 3,793

15,4414,904 6,680

合                計 5,922

平成１８年度平成１７年度平成１６年度

（平成２1年４月１日現在）

青　 戸地区図書館

１０月　８日～１０月　９日

７月　２日～７月　３日

１０月２８日～１０月２９日

11,857 11,283

蔵書点検実施時期館                名

立  石  図  書  館

お 花 茶 屋 図書館

葛  飾  図  書  館 ９月３０日～１０月　３日

葛  飾  図  書  館

立  石  図  書  館

館               名

8,236

上 小 松 図 書 館

亀  有  図  書  館

水  元  図  書  館

鎌  倉  図  書  館

四つ木地区図書館

西水元地区図書館 179

1,019

620

921

788

５月２７日～５月３０日

９月　９日～９月１２日

404

６月　３日～６月　６日

６月１０日～６月１３日

１１月１１日～１１月１４日

９月　２日～９月　５日

図書・雑誌の計

408

593

835

155

2,86615 74 218 1,068

合                計 32,347

1,983

亀  有  図  書  館

水  元  図  書  館

鎌  倉  図  書  館

四つ木地区図書館

4,426

西水元地区図書館

青   戸地区図書館

444 879 6,030

1,671 2,366

1,589

4,046 4,868

4,691

3,382 4,642

10,477

3,323

13,0405,772 5,612

9,157 10,298

40,206 64,851 54,147 86,337

8,553

3,418 4,541 6,256 5,671

4,904 6,680
11,857 11,283

15,441
8,236 6,481

6,559
3,793

11,540

3,502 4,978

9,917

6,787

6,411

3,452
5,139

6,378

6,063

7,111

3,418

4,541

6,256

5,671

10,477

3,323

4,426

9,157

10,298

8,553

3,382

4,642

5,772

5,612

13,040

1,671

2,366

4,046

1,983

4,868

444

879

4,691

1,589

6,030

15

74

218

1068

2866

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

冊数

青 戸

西水元

四つ木

鎌倉

水元

亀有

上小松

お花茶屋

立石

葛飾
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（１４）図書受入・除籍数

図書受入数

お 花

茶 屋

一 購  入 57,941 3,331 3,861 3,767 3,864 3,758 4,082 2,145 1,918 2,088 86,755

寄  贈 3,297 274 895 1,171 610 1,224 638 504 195 304 9,112

般 計 61,238 3,605 4,756 4,938 4,474 4,982 4,720 2,649 2,113 2,392 95,867

児 購  入 13,752 893 1,443 1,940 1,730 1,669 1,482 750 667 754 25,080

寄  贈 162 41 30 59 80 159 34 75 13 5 658

童 計 13,914 934 1,473 1,999 1,810 1,828 1,516 825 680 759 25,738

合 購  入 71,693 4,224 5,304 5,707 5,594 5,427 5,564 2,895 2,585 2,842111,835

寄  贈 3,459 315 925 1,230 690 1,383 672 579 208 309 9,770

計 計 75,152 4,539 6,229 6,937 6,284 6,810 6,236 3,474 2,793 3,151121,605

※購入冊数の葛飾分には新中央図書館分５４，７５７冊を含む。

       新中央館一般書購入冊数４５，９３７冊。新中央館児童書購入冊数８，８２０冊。

※寄贈冊数の葛飾分には新中央図書館分１，１６４冊を含む。

       新中央館一般書寄贈冊数１０９７冊。新中央館児童書寄贈冊数６７冊。

雑誌受入数

お 花

茶 屋

4,092 1,982 2,525 2,320 2,442 2,320 1,893 909 1,127 1,052 20,662

952 59 107 88 65 121 64 12 12 1 1,481

5,044 2,041 2,632 2,408 2,507 2,441 1,957 921 1,139 1,053 22,143

図書除籍数

お 花

茶 屋

一 廃  棄 11,106 5,924 4,541 3,444 7,344 5,674 8,037 3,868 4,270 1,760 55,968

亡  失 334 459 1,169 915 549 799 744 129 129 393 5,620

般 計 11,440 6,383 5,710 4,359 7,893 6,473 8,781 3,997 4,399 2,153 61,588

児 廃  棄 3,930 5,133 652 2,719 2,538 2,023 4,208 843 1,607 698 24,351

亡  失 71 24 49 33 46 57 51 28 24 15 398

童 計 4,001 5,157 701 2,752 2,584 2,080 4,259 871 1,631 713 24,749

合 廃  棄 15,03611,057 5,193 6,163 9,882 7,69712,245 4,711 5,877 2,458 80,319

亡 失 405 483 1,218 948 595 856 795 157 153 408 6,018

計 計 15,44111,540 6,411 7,11110,477 8,55313,040 4,868 6,030 2,866 86,337

葛　飾 立 石 上小松 亀 有 水 元 鎌 倉 四つ木

四つ木

西水元 青　戸

青　戸

合  計

葛 飾 立 石 上小松 亀 有 水 元 鎌 倉 合  計

合  計水 元 鎌 倉 四つ木 西水元亀 有 青　戸

購  入

寄  贈

合　計

西水元

葛　飾 立 石 上小松
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（１５）ＡＶ受入数

葛　飾 立　石
お花
茶屋

上小松 亀  有 水　元 鎌　倉 四つ木 西水元 青  戸 合　計

Ｃ    Ｄ 1,766 106 118 110 108 134 118 73 62 84 2,679

カセット 12 0 3 5 3 4 4 3 3 2 39

ビ デ オ 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7

D V D 934 7 3 8 5 9 8 0 1 0 975

   　 　*葛飾分には、新中央分を含む。

　新中央AV受入内訳（CD…1,586、カセット…8、ビデオ…5、DVD…614）

（１６）団体貸出の利用状況

葛　飾 立　石
お花
茶屋

上小松 亀  有 水　元 鎌　倉 四つ木 西水元 青  戸 合　計

登録
団体数

377 143 222 237 178 251 177 34 44 13 1,676

貸出
冊数

20,61611,25620,97021,89811,21718,718 9,604 4,816 2,605 2,082######

（１７）障害者サービスの利用状況

登録数 対面朗読利用者数（自宅含む）

登録数 　　内 　訳

　　（人） 視   覚 肢   体 そ の 他 (人) （Ｈ）

528 116 246 166

資料数 宅配件数及び貸出数

ﾀｲﾄﾙ数 冊   数 ﾀｲﾄﾙ数 冊数

928 2,840 0 0

58 100 136 578

2,622 6,349 12 20

－ 539 143 143

－ 3 47 47

78 121 1041 1041

６台 （単位：ｶｾｯﾄ類；巻，ＣＤ・デイジー；枚）

147 147

44 76

（単位：文芸ｶｾｯﾄ；巻，デイジー；枚）

＊点字図書は葛飾図書館、その他は全館分

215

デイジー

延時間利用者数

布絵本

430

デイジー図書

種   別

点字図書

録音図書

デイジー再生機

墨字図書

種　 別

点訳絵本

大活字本

文芸ｶｾｯﾄ

文芸ＣＤ

点字図書

録音図書

ｶｾｯﾄ類

Ｃ　　Ｄ
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（１８）貸出ベスト　　　　平成２０年度

対象期間　2008年4月　～　2009年3月

一般図書

順位 タ　イ　ト　ル 著　者 出　版　社 貸出回数

1ハリー・ポッターと謎のプリンス　第六巻　上 Ｊ．Ｋ．ローリング 静山社 577

2ハリー・ポッターと謎のプリンス　第六巻　下 Ｊ．Ｋ．ローリング 静山社 486

3ハリー・ポッターと死の秘宝　上巻 Ｊ．Ｋ．ローリング 静山社 466

4ハリー・ポッターと死の秘宝　下巻 Ｊ．Ｋ．ローリング 静山社 449

5容疑者Xの献身 東野圭吾 文藝春秋 447

6赤い指 東野圭吾 講談社 417

7名もなき毒 宮部みゆき 幻冬舎 412

8陰日向に咲く 劇団ひとり 幻冬舎 360

9楽園　上 宮部みゆき 文藝春秋 340

10東京タワー－オカンとボクと、時々、オトン－ リリー・フランキー 扶桑社 339

11かたあしのひよこ 水谷　章三 ほるぷ出版 330

12楽園　下 宮部みゆき 文藝春秋 325

13にんきもののねがい 森絵都 童心社 314

14流星の絆 東野圭吾 講談社 276

14チョコレート工場の秘密 ロアルド・ダール 評論社 276

16魔女の宅急便 角野光代 講談社 270

17るるぶ葛飾区柴又亀有 JTBパブリッシング 266

18孤宿の人　上 宮部みゆき 新人物往来社 264

19にんきもののひけつ 森絵都 童心社 263

19花芒ノ海－居眠り磐音江戸双紙－ 佐伯泰英 双葉社 263

20万両ノ雪－居眠り磐音江戸双紙－ 佐伯泰英 双葉社 262
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貸出ベスト

対象期間　2008年4月　～　2009年3月

児童書

順位 タ　イ　ト　ル 著　者 出　版　社 貸出回数

1はらぺこあおむし エリック・カール 偕成社 653

2
しろくまちゃんのほっとけーき
（こぐまちゃんえほん　第３集）

わかやまけん こぐま社 616

3ぐりとぐら（こどものとも傑作集） なかがわりえこ 福音館書店 588

4ぼくんちカレーライス つちだのぶこ 佼成出版社 588

5がたんごとんがたんごとん 安西水丸 福音館書店 580

6ハリー・ポッターと謎のプリンス　第六巻　上 J.K.ローリング 静山社 577

7キャベツくん（みるみる絵本　１４） 長新太 文研出版 568

8
めっきらもっきらどおんどん
（こどものとも傑作集　８５）

長谷川摂子 福音館書店 560

9ぐりとぐらのえんそく（こどものとも傑作選） なかがわえりこ 福音館書店 517

10みどりいろのたね たかどのほうこ 福音館書店 508

11歯がぬけた（わたしのえほん） 中川ひろたか ＰＨＰ研究所 505

12くっついた 三浦太郎 こぐま社 490

13カブトくん タダサトシ こぐま社 487

14ハリー・ポッターと謎のプリンス　第六巻　下 J.K.ローリング 静山社 486

15としょかんライオン（海外秀作絵本　１７） ミシェル・ヌードセン 岩崎書店 480

16れいぞうこのなつやすみ（とっておきのどうわ） 村上しいこ 静山社 466

16ハリー・ポッターと死の秘宝　上巻 J.K.ローリング 福音館書店 455

16もこもこもこ（みるみる絵本　１４） 谷川俊太郎 文研出版 466

17ねないこだれだ（いやだいやだの絵本　４） せなけいこ 福音館書店 462

18エルマーのぼうけん（世界傑作童話シリーズ）
ルース・スタイル
ス・ガネット

福音館書店 453

18ともだちや 内田麟太郎 偕成社 453

19ハリー・ポッターと死の秘宝　下巻 J.K.ローリング 福音館書店 449

20ねずみくんのチョッキ（ねずみくんの絵本　１） なかえよしを ポプラ社 446

20
おじいちゃんのおじいちゃんのおじいちゃんの
おじいちゃん

長谷川義史 BL出版 446

20スイミー－ちいさなかしこいさかなのはなし－ レオ＝レオニ 好学社 446

-48-



貸出ベスト

対象期間　2008年4月　～　2009年3月

AV (CD)

順位 タイトル／歌・演奏者 発行・発売元 貸出回数

1あかちゃんとお母さんのあそびうた キングレコーズ 134

2Ｄｅｎｉｍ　／　竹内まりあ ワーナーミュージック・ジャパン 132

3
ＣＹＣＬＥ　ＨＩＴ－スピッツ・コンプリート・シングル・
コレクション－１９９１－１９９７　／　スピッツ

ユニバーサル・ミュージック 127

4ＨＯＲＩＺＯＮ　／　レミオロメン ビクター・エンターテインメント 116

5
歌バカ－ＫＥＮ　ＨＩＲＡＩ　１０ｔｈ　Ａｎｎｉｖｅｒｓａｒｙ　Ｃ
ｏｍｐｌｅｔｅ　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ　／　平井堅

DefＳＴＡＲ　ＲＥＣＯＲＤＳ 115

6
ＣＹＣＬＥ　ＨＩＴ－スピッツ・コンプリート・シングル・
コレクション－１９９７－２００５　／　スピッツ

ユニバーサル・ミュージック 114

7ベスト・フォーク１００－青春のＦＯＲＫ＆ＰＯＰＳ－ 東芝ＥＭＩ 112

8
綾小路きみまろ／爆笑スーパーライブ大２集－ガン
バッテいただきたいの・・－

テイチクレコード 108

9
ベスト・オブ・トウキョウ・スカ１９９８－２００７
／　東京スカパラダイスオーケストラ

エイベックス・エンターテインメント 107

10Ａ　ＢＥＳＴ　／　浜崎あゆみ エイベックス 105

11ＨＯＭＥ　／　Ｍｒ．Ｃｈｉｌｄｒｅｎ トイズファクトリィレコード 103

12ベスト・ダム・シング／アヴリル・ラヴィーン ＢＭＧジャパン 100

13オデッセイ　／　平原綾香 コロンビアミュージックエンタテイメント 98

14ＮＡＭＥＬＥＳＳ　ＷＯＲＬＤ　／　コブクロ ワーナーミュージック・ジャパン 97

14中島美嘉　／　ＢＥＳＴ ｓｏｎｙ　ｍｕｓｉｃ　ａｓｓｏｃｉａｔｅ 97

15
ザ・ビートルズ　１－２７ｘ　Ｎｏ１　Ｈｉｔｓ　ｏｎ　１ｃｄ－
／ザ・ビートルズ

ポニー・キャニオン 96

16
ＭＲ．ＣＨＩＬＤＲＥＮ：１９９２－１９９５　／ミスター・チルド
レン

Ｂ－Ｇｒａｍ　ＲＥＣＯＲＤＳ 94

17ＡＬＬ　ＳＩＮＧＬＥＳ　ＢＥＳＴ　／　コブクロ ワーナーミュージック・ジャパン 90

18Ｂ－ＳＩＤＥ　／　Ｍｒ．ＣＨＩＬＤＲＥＮ：１９９２－１９９５ トイズファクトリィレコード 87

19Ａ　ＢＥＳＴ　２：ＷＨＩＴＥ　／　浜崎あゆみ エイベックス・エンターテインメント 86

19コージー　／　山下達郎 ワーナーミュージック・ジャパン 86

20のだめオーケストラ　ＬＩＶＥ！ ソニー・ミュージックエンターテインメント 84

20ザ・ビートルズ　アンソロジー１　／　ザ・ビートルズ 東芝ＥＭＩ 84

20
Ｕｔａｄａ　Ｈｉｋａｒｕ　ＳＩＮＧＬＥ　ＣＯＬＬＥＣＴＩＯＮ：
ＶＯＬ．１　／　宇多田ヒカル

東芝ＥＭＩ 84
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貸出ベスト

対象期間　2008年4月　～　2009年3月

ＡＶ　(カセット）

順位 タ　イ　ト　ル 歌・著者 発行・発売元 貸出回数

1古今亭志ん生（ＮＨＫ落語名人戦　３１） 古今亭志ん生 ポリドール 32

2美川憲一／全曲集 美川憲一 日本クラウン 30

2よいこのどうようベスト６０ 日本コロムビア 30

3モーツァルト／ピアノ協奏曲第２４番 モーツァルト 日本フォノグラム 26

3十代金原亭馬生－茶金／今戸の狐 金原亭馬生 テイチクレコード 26

4三遊亭金馬（ＮＨＫ落語名人選　１２） 三遊亭金馬 ポリドール 25

5女武芸者－剣客商売より－ 池波正太郎 横浜録音図書 24

6チェロ大好き（クラシック大好き） 日本フォノグラム 23

6愛犬－足袋　「隠花の飾り」より 松本清張 新潮社 23

6
つゆのひぬま（新潮カセットブック　０００
６）

山本周五郎 新潮社 23

6芸者変転－剣客商売より－ 池波正太郎 横浜録音図書 23

6
Ｆ・ショパン／ショパンのある部屋（音楽
インテリア・シリーズ４）

ペーター・マーク キングレコード 23

7霞の剣－剣客商売より－ 池波正太郎 横浜録音図書 22

7ぺらぺら英会話決まり文句 中尾行男 ユニコム 22

8三遊亭円生（ＮＨＫ落語名人選　１３） 三遊亭円生 ポリドール 21

8
人間国宝・柳家小さん話芸の魅力：４：
竹の水仙・花見小僧

柳谷小さん キングレコード 21

9古今亭志ん生　２ 古今亭志ん生 ＣＢＳソニー 20

9剣士変貌－剣客商売より－ 池波正太郎 横浜録音図書 20

9棺 水上勉 横浜録音図書 20

9ロス・プロモス　全曲集 ロス・プリモス 日本クラウン 20

9松尾和子－メタル・スーパー・ベスト－ 松尾和子 ビクター音楽産業 20

10柳家小三治－キング古典落語特選　１７－柳家小三治 キングレコード 19

10石川さゆり／全曲集　２００７年 石川さゆり テイチクエンタテインメント 19
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貸出ベスト

対象期間　2008年4月　～　2009年3月

ＡＶ　（ビデオ）

順位 タ　イ　ト　ル 監督・製作者 発行・発売元 貸出回数

1
もののけ姫（ジブリがいっぱい
COLLECTION）

宮崎駿
ブエナビクターホーム
エンタテイメント 43

2男はつらいよ／寅次郎純情詩集 山田洋二 松竹ホームビデオ 34

3男はつらいよ／フーテンの寅 森崎東 松竹ホームビデオ 32

3天国と地獄 黒澤明 東宝 32

4ゴッドファーザー フランシス・F・コッポラ CICビクター 31

4男はつらいよ／葛飾立志篇 山田洋次 松竹ホームビデオ 31

5男はつらいよ／寅次郎夕焼け小焼け 山田洋次 松竹ホームビデオ 36

5トワイライト ロバート・ベルトン CICビクター 30

5男はつらいよ／寅次郎恋やつれ 山田洋次 松竹ホームビデオ 30

6影武者 黒澤明 東宝 29

6男はつらいよ／柴又慕情 山田洋次 松竹ホームビデオ 29

6続・男はつらいよ 山田洋次 松竹ホームビデオ 29

6麦秋 小津安二郎 松竹ホームビデオ 29

7男はつらいよ／私の寅さん 山田洋次 松竹ホームビデオ 27

7砂の器（松本清張作家活動４０年記念） 池広一夫 フジテレビ 27

8トムとジェリー９ フレッド・クインビー ワーナー・ホーム・ビデオ 26

8哀愁 マービン・ルロイ ワーナー・ホーム・ビデオ 26

8ショーシャンクの空に フランク・ダラボン 松竹富士株式会社 26

8用心棒 黒澤明 東宝 26

9新きかんしゃトーマス４（シリーズ２） フジテレビ映像企画部 25

9バーバパパのたんじょうび アネット・チゾン Ｔｉｓｏｎ＆Ｔａｙｌｏｒ 25

9特選・刑事コロンボ完全版／ロンドンの傘 リチャード・クワイン CIC・ビクタービデオ 25

9男はつらいよ／寅次郎忘れな草 山田洋二 松竹ホームビデオ 25

10ウルトラマンワールド バンダイビジュアル 24

10新機関車トーマス３（シリーズ２） フジテレビ映像企画部 24

10トムとジェリー２ フレッド・クインビーワーナー・ホーム・ビデオ 24

10ダウニング街の陰謀 デビット・ドラリー 東北新社 24

10ブレードランナー リドリー・スコット ワーナー・ホーム・ビデオ 24

10審理－裁判員制度広報用映画－ 原田昌樹 最高裁判所 24

-51-



貸出ベスト

対象期間　2008年4月　～　2009年3月

ＡＶ　（DVD）

順位 タ　イ　ト　ル 監督・製作者 発行・発売元 貸出回数

1薔薇の名前　The　Name　of　the　Rose
ジャン＝ジャック・
アノー

ワーナー・ホーム・ビデ
オ 64

2
男はつらいよ－柴又慕情－（シリーズ第９
作）

山田洋次
松竹株式会社ビデオ事
業部 52

3審理－裁判員制度広報用映画－ 原田昌樹 最高裁判所 50

4
男はつらいよ－拝啓　車　寅次郎様－
（シリーズ第４７作）

山田洋次
松竹株式会社ビデオ事
業部 49

5
男はつらいよ－寅次郎真実一路－
（シリーズ第３４作）

山田洋次
松竹株式会社ビデオ事
業部 44

5
男はつらいよ－知床慕情－
（シリーズ第３８作）

山田洋次
松竹株式会社ビデオ事
業部 44

5
男はつらいよ－寅次郎ハイビスカスの花
「特別編」－

山田洋次
松竹株式会社ビデオ事
業部 44
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１１ 葛飾区立図書館関係例規集 

〇 葛飾区立図書館設置条例 

（昭和４２年３月２０日葛飾区条例第１０号） 

 

(設置) 

第 1条 葛飾区に図書館法(昭和 25年法律第 118号)第 10条の規定に基づき、

葛飾区立図書館(以下「館」という。)を設置する。 

 

(名称及び位置) 

第 2条 館の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 位置 

葛飾区立葛飾図書館 東京都葛飾区新宿三丁目 7番 1号 

葛飾区立立石図書館 東京都葛飾区立石一丁目 9番 1号 

葛飾区立お花茶屋図書館 東京都葛飾区お花茶屋二丁目 1番 15号 

葛飾区立上小松図書館 東京都葛飾区東新小岩三丁目 12番 1号 

葛飾区立亀有図書館 東京都葛飾区亀有一丁目 17番 5号 

葛飾区立水元図書館 東京都葛飾区東水元一丁目 7番 3号 

葛飾区立鎌倉図書館 東京都葛飾区鎌倉二丁目 4番 5号 

2 前項の館に次のとおり分館を置く。 

名称等 位置 

葛飾区立葛飾図書館分館 

葛飾区立四つ木地区図書館 

東京都葛飾区四つ木四丁目 8番 1号 

葛飾区立葛飾図書館分館 

葛飾区立西水元地区図書館 

東京都葛飾区西水元二丁目 2番 8号 

葛飾区立葛飾図書館分館 

葛飾区立青戸地区図書館 

東京都葛飾区青戸五丁目 2０番６号 

２項…追加（平成８年条例４５号）・一部改正（平成１０年条例６７号・平成１５年条例７０号） 

 

(委任) 

第 3条 この条例の施行について必要な事項は、葛飾区教育委員会が定める。 

 

付 則  （略） 
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○ 葛飾区立図書館館則 

昭和 52年 4月 30日 

教委規則第 6号 

東京都葛飾区立図書館館則(昭和 42年 4月東京都葛飾区教育委員会規

則第 4号)の全部を改正する。 

(目的) 

第 1条 この規則は、葛飾区立図書館設置条例(昭和 42年葛飾区条例第 10

号。以下「条例」という。)に規定する図書館(以下「館」という。)の運営

等に関し、必要な事項を定めることを目的とする。 

(館の区分) 

第 2条 葛飾区教育委員会(以下「委員会」という。)は、館を次のとおり区分す

る。 

中央館 葛飾区立葛飾図書館 

地域館 葛飾区立立石図書館 

地域館 葛飾区立お花茶屋図書館 

地域館 葛飾区立上小松図書館 

地域館 葛飾区立亀有図書館 

地域館 葛飾区立水元図書館 

地域館 葛飾区立鎌倉図書館 

2 条例第 2条第 2項に規定する分館は地区館とし、次に掲げるとおりとす

る。 

地区館 葛飾区立四つ木地区図書館(葛飾区立葛飾図書館分館) 

地区館 葛飾区立西水元地区図書館(葛飾区立葛飾図書館分館) 

地区館 葛飾区立青戸地区図書館(葛飾区立葛飾図書館分館) 

(事業) 

第 3条 館は、図書館法(昭和 25年法律第 118号)第 3条の規定に基づき、

次の事業を行う。 

(1) 図書資料(図書、記録、官報、公報、地図、絵画、写真集、新聞、雑誌、

パンフレット等をいう。以下同じ。)の館内利用、館外貸出し及び団体貸出

し 

(2) 読書案内及び読書相談 

(3) 読書会、研究会、講演会、講習会、映写会、鑑賞会等の開催及び奨

励 

(4) 視聴覚資料(フイルム、コンパクトディスク、録音テープ、紙芝居等をいう。

以下同じ。)の館内利用及び館外貸出し 

(5) 視覚障害者に対する資料の朗読及び資料の録音 
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(6) 郷土資料(郷土に関する文献等をいう。以下同じ。)の館内利用及び館

外貸出し 

(7) 他の図書館、学校その他の教育機関との連絡 

(8) その他館の目的達成のため必要な事業 

2 前項の規定にかかわらず、地区館は次の事業を行う。 

(1) 図書資料、視聴覚資料の館内利用及び館外貸出し 

(2) その他館の目的達成のため必要な事業 

(開館時間) 

第 4条 開館時間は別表第１のとおりとする。ただし、中央館の館長(以下「中

央館長」という。)は、事情によりこれを変更することができる。 

(休館日) 

第 5条 館の休館日は、別表第２のとおりとする。ただし、中央館長が必要と認

めるときは、これを変更し、又は臨時に休館日を定めることができる。 

(読書室等の利用) 

第 6条 館の読書室等の種別及びその利用区分は、次のとおりとする。ただし、

中央館長及び地域館の館長(以下「館長」という。)は、事情によりこれを

変更し又は制限することができる。 

(1) 一般室 主として社会人及び学生 

(2) 学習室 主として学生及び生徒 

(3) 児童室 概ね 12才未満の者及びその付添人 

(4) 参考図書室 調査研究のために参考図書を利用する者 

(5) 対面朗読室 対面朗読で利用する者 

(6) 録音室 録音を行う者 

(館内秩序) 

第 7条 館長は、館内の秩序を乱し、又は他の利用者の迷惑になる行為をする

者に対し、館の利用を制限し、又は退館させることができる。 

(個人貸出し) 

第 8条 資料(図書資料、視聴覚資料、郷土資料及び行政資料をいう。以下

同じ。)の個人貸出しを受けようとする者は、個人利用カードによらなけれ

ばならない。 

2 前項の個人利用カードは、葛飾区に居住し、勤務し、又は通学する者で、

その事実を証明する証書類を提出した者、その他館長が特に必要があると

認める者に交付する。 

3 個人利用カードの有効期間は、5年とする。 

4 貸与され、若しくは譲渡され、又は紛失届の出された個人利用カードは、

無効とする。 

5 個人貸出しのできる資料の数は、中央館長が別に定める。 
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6 資料の個人貸出期間は、14日以内とする。ただし、館長は、利用者から

申出があった場合は、7日以内の延長を認めることができる。 

7 前項の規定にかかわらず、中央館長が特に必要があると認める場合は、

別に個人貸出期間を定めることができる。 

(団体貸出し) 

第９条 図書資料の団体貸出しを受けようとする者は、団体登録証によらなけ

ればならない。 

2 前項の団体登録証は、葛飾区に在住する読書サークル、文庫、事務所

その他団体(以下「団体等」という。)の代表者に交付する。 

3 団体登録証の有効期間は、3年とする。 

4 館長は、図書資料の団体貸出しを受けた団体等の代表者に対し、その

利用状況について報告を求めることができる。 

5 団体貸出しは、1口 10冊とし 5口以内とする。ただし、館長が特に必要が

あると認める場合は、この限りでない。 

6 図書資料の団体貸出期間は、1箇月とする。ただし、館長は、あらかじめ

申出があった場合は、更に 1箇月間の延長を認めることができる。 

7 前項の規定にかかわらず、館長が特に必要があると認める場合は、別に

団体貸出期間を定めることができる。 

(館外貸出し等を禁ずる資料) 

第 10条 館長が指定した資料は、館外貸出しを禁ずる。ただし、館長が適当と

認めた場合は、10日以内に限り貸出すことができる。 

2 館長は、写真等による複写を許さない資料を指定することができる。 

(利用中の資料の返却) 

第 11条 館長は、必要と認めた場合は利用者に対し、利用中の資料を返却さ

せることができる。 

(長期未返却者に対する処置) 

第 12条 館長は、利用者が資料の返却を怠り、督促しても返却しない場合に

は、以後その者に対し資料の利用を禁ずることができる。 

(損害の賠償) 

第 13条 館長は、利用者が資料を亡失し、又は著しく汚損し、若しくは棄損し

た場合には、現品又は金額をもって賠償させることができる。 

(委任) 

第 14条 この規則の施行について必要な事項は、中央館長が定める。 

 

 

 

 

 



 - 57 - 

別表第１（第４条関係） 

区分 曜日 開館時間 

中央館 月曜日から土曜日まで 午後９時から午後８時まで 

日曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和

２３年法律第１７８号。以下「祝日法」という。）

に定める休日（以下「休日」という。） 

午前９時から午後５時まで 

地域館 火曜日から土曜日まで 午前９時から午後８時まで 

日曜日及び休日 午前９時から午後５時まで 

地区館 日曜日、火曜日から木曜日まで及び土曜日 午前１０時から午後５時まで 

金曜日 午前１０時から午後８時まで 

別表第２（第５条関係） 

区分 休館日 

中央館 （１）館内整理日（毎週第４木曜日。ただし、その日が休日に当たるときは、

その翌日とする。） 

（２）１月１日から同月３日まで 

（３）１２月２９日から同月３１日まで 

（４）特別整理期間 １年のうち７日以内 

地域館 （１）月曜日。ただし、その日が休日（１月１日を除く。）に当たるときは、その

直後の休日でない日とする。 

（２）館内整理日（毎月第４木曜日。ただし、その日が休日にあたるときは、そ

の翌日とする。） 

（３）１月１日から同月３日まで 

（４）１２月２９日から同月 

（５）特別整理期間 １年のうち７日以内 

地区館 （１）月曜日 

（２）休日（１月１日を除く。）。ただし、その日が月曜日に当たるときは、その

直後の休日でない日を休館日とし、休日のうち祝日法第３条第２項で規

定する休日が月曜日に当たるときは、その前日を開館日、その直後の休

日でない日を休館日とする。 

（３）館内整理日（毎月第４木曜日。ただし、その日が休日に当たるときは、

その翌日とする。） 

（４）１月１日から同月３日まで 

（５）１２月２９日から同月３１日まで 

（６）特別整理期間 １年のうち７日以内 
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〇 葛飾区子ども読書活動推進計画（抜粋）    

 

第１章 計画策定の背景 

１ 計画策定の意義 

平成８年に第１５期中央教育審議会第１次答申「２１世紀を展望した我が国の教育の

在り方について」が出され、子どもたちに「ゆとり教育」と「生きる力」を与えることが重要

であるとされました｡特に「生きる力」を養うためには､豊かな人間性､思いやり､郷土愛

等を育むことが大切であるとし､平成１０年中央教育審議会答申「新しい時代を拓く心

を育てるために-次世代を育てる心を失う危機」では､「心の教育」の重要性や、時代の

変化に応じた問題解決能力を育成するための「総合的な学習」の必要性が提案されま

した。 

また平成１２年教育改革国民会議報告書では、読み､書き､話すなど言葉の教育が

重要であるとの報告が出される一方､ＯＥＣＤの「生徒の学習到達度調査」により､日本

の子どもの読書離れが指摘されるなど､読書活動への関心が高まってきました｡ 

こうした社会的な動きを受け、平成１３年には「子どもの読書活動の推進に関する法

律」が制定され､翌年には､「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」が閣議

決定されて､「読書活動は､子どもが､言葉を学び､感性を磨き､表現力を高め､想像力を

豊かなものにし､人生をより深く生きる力を身につけていく上で欠くことが出来ないもの

であり､社会全体でその推進を図っていくことが重要である」として読書活動の推進が

必要であるとされました｡ 

さらに､読書活動を通して親子や地域の大人と子どものふれあいの場を作っていくこ

とは、子どもの育成を社会全体で支えるという子育て支援にも繋がるものです｡ 

こうしたことから､本区においても､「葛飾区基本計画」や「葛飾区教育振興ビジョン」､

「葛飾区図書館基本計画」などにおいて､読書活動や読書環境の整備に努めていると

ころです。 

しかし、現在の子どもを取り巻く環境はテレビやマンガ、ゲームなどメディアからの強

い影響力が及んでおり、子どもの興味が読書に向くことが困難となっています。 

このため、子どもの読書活動を推進していくためには、読書に限らず地域の子どもの

育成や地域の活動に関わる人や団体が互いに協力し、地域の文化活動の活性化を

図り、子どもを取り巻く文化的環境を向上させることが求められています。 

このような背景のなかで家庭・地域・行政や関連機関が一体となって子どもと本を結

びつけるため､子どもの読書活動の推進に関する施策についての基本的な計画を策

定するものです。 

 

２ 国および東京都の動向（省略） 
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第２章 基本的な考え方 

１ 計画の性格 

この計画は子どもの読書活動の推進に関する法律第９条第２項の規定に基づく計画

であり、国が策定した「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」および東京

都が策定した「東京都子ども読書活動推進計画」を基本に、葛飾区における子どもの

読書活動の状況を踏まえて策定します。 

また、この計画は区の基本計画をはじめ、「葛飾区教育振興ビジョン」や「葛飾区子

育て支援行動計画」、「葛飾区図書館基本計画」などとも整合を図り、区と区民が連携

して子どもの読書活動を推進していくための施策の方向性や取組を示します。 

 

２ 計画の目標 

(１) 子どもの読書環境の整備 

区では、子どもが本を読むことを習慣化できるように、乳幼児期からの働きかけを

行うとともに、家庭・地域・学校において、その場所や子どもの発達段階に応じた働

きかけができる環境の整備を目指します。 

(２) 地域全体での推進体制 

区では、子どもが日常生活の中で本に親しむ機会をより多く得られるように、子ど

もの健全育成に関わる機関や団体などがこれまで以上に連携・協力を深め、地域

社会全体で子どもの読書活動を推進できる体制を目指すために、区民、民間団体、

行政機関などへの啓発活動を実施します。 

(３) 子どもの読書活動に関わる人材の育成 

子どもの読書活動の推進を行う人材を育成するため、ボランティア、関係機関の

職員、教員等への研修会や連絡会を行うとともに、地域団体が行う自主的な研修

会や学習活動などを支援します。 

 

３ 計画の期間 

平成１７年度から平成２１年度までの５年間とします。なお、区基本計画等との整合性

に留意しながら、必要に応じ見直しを行います。 

 

第３章 葛飾区子ども読書活動の現状と課題（省略） 

 

第４章 読書活動推進に向けた具体的な取組 

１ 乳幼児期における取組 

乳幼児と保護者に読書の楽しさや大切さを説明しながら絵本を手渡す、「ブックスタ

ート事業」を中核として、絵本の読み聞かせを家庭で実施するきっかけづくりや保護者

が絵本を選ぶ手助けとなる事業を子育て支援事業の一環として実施していきます。 

 保健センターの健康診査等を利用した「ブックスタート事業」の実施（区立図
書館・保健センター） 
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 保健センターがサポートする育児グループの読書活動の支援（区立図書館・
保健センター） 

 保健センターの４ヶ月健康診査等で区立図書館が作成する絵本のリスト「ファ
ーストブック」を配布（区立図書館・保健センター） 

 年齢別のおすすめの絵本のリスト作成やホームページへの掲出（区立図書
館） 

 ブックスタートのフォロー事業として児童館で図書館職員等による絵本の読
み聞かせや保護者への啓発事業などを実施（区立図書館） 

 

２ 児童・生徒への取組 

児童・生徒の読書活動を推進するために、学校・家庭・地域においてさまざまな機会

を利用して働きかける体制を整えるとともに、それぞれの取組が緊密に連携できるよう

連絡体制を整えます。 

(１) 区立図書館の児童サービスの充実 

児童・生徒が図書館を利用するきっかけを作り、また読書活動の内容を深めていけ

るように児童サービスの充実を図ります。 

 児童室蔵書の充実 
 児童室行事の充実 
 読書相談、レファレンス（注５）機能の充実 
 ボランティアとの協働による児童室行事の充実 
 1日図書館員等参加型行事の充実 
（注５）レファレンス：調べものに対して、回答を与えるのではなく、調べるために必

要な資料や情報を紹介するサービス。 

(２) 区立図書館のヤングアダルトサービスの充実 

小学校高学年から中学生・高校生の読書離れ、図書館離れを防止するため区立

図書館のヤングアダルトサービスの充実を図ります。 

 ヤングアダルトコーナーの充実 
 利用者ノートや利用者の投稿の掲示など利用者参加型の企画の充実 
 中学生の職場体験やボランティアの受入の拡大 
 中学生向けの絵本の読み聞かせ講習の実施 

(３) 学校図書館と区立図書館の連絡会の実施 

学校・地域団体・区立図書館の連絡や連携を深めるために、区立図書館が中心と

なり地域の学校図書館の担当教員や支援指導員及び学校図書館で活動するボラン

ティア団体との連絡会を実施します。 

(４) 学校開放型児童健全育成事業における取組 

学校開放型児童健全育成事業「わくわくチャレンジひろば」の中で、地域の協力を

受け、学校図書館の開放やおはなし会などを実施し、放課後の読書活動の支援を

行います。 
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(５) 児童館が行うおはなし会等の行事の充実 

児童館で行っているおはなし会や絵本の読み聞かせなどを、ボランティアの協力

などにより充実を図ります。 

 

３ 学校・学校図書館における取組 

葛飾区教育振興ビジョンにおいて、確かな学力の定着のための施策として読書指

導・学校図書館の充実が位置付けられています。 

児童・生徒の読書活動推進のために、家庭の次に長い時間を過ごす学校の読書環

境を整えることは重要です。また教員から児童・生徒に読書推進のための働きかけを

行うことはその影響力の大きさから読書活動推進の効果が期待できます。 

(１) 学校での読書活動、読書機会の充実 

「朝の読書」に代表されるような読書の時間や、読書への導入となる読み聞かせや

アニマシオン（注６）、ブックトークなどの子どもと本を結びつける取組について、学校

が中心となり保護者や地域のボランティアと協力して充実を図ります。 

 読書の時間の全校導入の促進 
 読み聞かせボランティアによる絵本の読み聞かせの拡大 
 教員による読み聞かせや本の紹介などの実施 
 各学校で卒業までに読む「必読書」の選定 

 

（注６）アニマシオン：ある本をテーマにしたクイズやゲームなどにより読書への

興味を持たせる技法。主に学校で行われる。 

(２) 学校図書館の充実 

学校図書館が学校における読書推進活動の拠点となるように、人・資料・設備の充

実と活用を図ります。 

 学校図書館支援指導員の全校配置 
 図書館ボランティアの受入の拡大 
 学校図書館図書標準の充足を目標とした蔵書の充実 
 学校図書館支援指導員と図書館ボランティアへの研修の実施 
 学校図書館の電算化の促進 

(３) 図書館利用教育の実施 

図書館での本の探し方や利用の方法などの指導を学校のカリキュラムの中で実施

し、学校図書館や区立図書館の利用の促進を図るとともに、児童・生徒の自分で調

べる力を育てます。 

(４) 学校図書館の資源共有ネットワークの検討 

文部科学省が進める「学校図書館資源共有化ネットワーク事業（注７）」のような学

校図書館どうしの資料の共同利用などのネットワーク構築について、区立図書館との

連携と合わせて将来に向けて研究していきます。 
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（注７）学校図書館資源共有化ネットワーク事業：学校図書館の蔵書情報の共有

化や、蔵書の相互利用のための物流の整備などを行い、学校図書館

の図書を地域で共有化することを目指す事業｡ 

(５) 教員研修の実施 

教員研修の中で読書活動に関する内容や区立図書館での実習を実施します。 

(６) 校内での推進体制の整備 

各学校の学校経営方針や指導計画などに読書推進活動を取り入れることを検討し

ていきます。 

 

４ 区立図書館における取組 

地域の子どもの読書活動推進の拠点として、従来のサービスの拡充に加え、読書推

進活動を行う個人・団体・施設への支援機能の充実を図ります。 

(１) 地域の読書支援センター機能の充実 

区立図書館が地域における子ども読書活動の支援センターとなることを目指しま

す。 

 各施設職員やボランティアへの支援の充実 
 図書の団体貸出の充実と学校等への図書交換車の運行 
 各施設とボランティアを仲介するコーディネート機能の充実 
 各施設等で実施する講座などへの職員の講師派遣 
 区立図書館の職員の資質向上のための研修の実施 

(２) 学校との連携 

学校における読書活動や学校図書館の整備・運営に対して、資料の団体貸出や

研修への協力、活動への助言などの支援を行います 

 指導室が行う読書推進や図書館に関する教員研修への協力 
 学校図書館支援指導員や学校図書館ボランティアの研修への協力 
 団体利用の促進 
 図書館利用教育の実施の検討 
 小・中学校向け区立図書館利用のしおりの作成・配布 

(３) 障害のある子どもへの取組 

障害のある子どもが活用できる資料や障害を理解するための資料を充実させます。

また、区内にある都立の聾学校、盲学校、養護学校との連携を図り、今後どのような

支援が可能か検討します。 

 布絵本・点字絵本・点訳絵本等資料の充実 
 布絵本・点字絵本・点訳絵本を作成するボランティアの育成 
 障害を理解するための本の充実 
 聾学校、盲学校、養護学校との連絡体制の整備やおはなし会の実施の検討 

(４) ＩＴ（情報通信技術）や新しいメディアの活用の検討 

日々進歩する情報通信技術を積極的に研究し、新しい形の図書館サービスの模
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索を行い、パソコンやインターネットなどを活用した情報教育の場の提供などを検討

していきます。 

 パソコンを使った絵本作成講座の実施 
 利用者向けインターネットパソコンの設置と子どもの利用促進 

 

５ 保育園・幼稚園における取組 

(１) 絵本の読み聞かせ等の実施 

園職員により行われている絵本の読み聞かせやおはなし会などを今後も実施する

とともに、これを補完するため読み聞かせボランティアによる読み聞かせやおはなし

会の実施も検討します。 

(２) 団体貸出等を利用した蔵書の充実 

各園の蔵書の少なさをカバーするために区立図書館の団体貸出の活用や区立図

書館で不要となった児童向け図書の再活用を検討します。 

 

６ 児童館・保健センターなど各施設等における取組 

(１) 児童館でのおはなし会等の実施 

児童館では多くの館で絵本の読み聞かせやおはなし会などを実施しています。今

後も引き続きこの事業を実施するとともに、ボランティアとの連携により充実を図りま

す。また、平日の午前中に来館する乳幼児とその保護者に対しては、ブックスタート

のフォローになるような事業を、児童館・区立図書館・ボランティアが連携して実施す

ることを検討します。 

(２) 保健センターでの取組 

保健センターがサポートしている育児グループの活動の中で、区立図書館と協力

して絵本の読み聞かせの紹介や絵本の選び方のアドバイスなどブックスタートのフォ

ローとなる内容を行います。また区立図書館が作成した乳幼児向けの本のリスト「ファ

ーストブック」や図書館のおたよりなどを配布します。 

(３) 高齢者支援課での取組   

    高齢者支援課では、平成１６年度に社会参加セミナーの中で「シニア紙芝居ボラン

ティア養成講座」を実施しました。今後もシニアのニーズに合わせたボランティア養成

等の講座の実施を検討するとともに、受講後も活動が継続できるよう支援を行いま

す。 

(４) 生涯学習における取組 

社会教育館などで行う講座の中に、図書館と連携して子どもの読書活動推進に関

する内容を取り入れます。また、生涯学習援助制度などを利用して区民の自主的な

活動を支援します。 

(５) 子ども発達センター等での取組 

平成１７年度に開設された「子ども発達センター」など、障害や発達に遅れのある子

どもが利用する施設において、発達支援の一環として絵本の読み聞かせを実施しま
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す。また、絵本の読み聞かせに必要となる図書の団体貸出や読み聞かせボランティ

アとの協働について区立図書館との連携を検討していきます。 

(６) 各施設への図書コーナーの設置の検討 

各施設において子ども向けの図書コーナーの設置や区立図書館の団体貸出の利

用などを検討します。 

 

７ 地域・ボランティアの取組 

(１) 読み聞かせボランティア養成講座 

区立図書館と読み聞かせボランティアの団体との協働により、読み聞かせボランテ

ィア養成講座を実施し、ボランティアの自主的で継続的な活動を支えます。 

(２) 子どもの読書の日行事 

「子ども読書の日」に図書館が行う行事を家庭や地域への普及啓発のためのものと

位置づけ、子どもが本を読んで書いた感想画を募集したり、親子で参加できる企画

を地域の団体と協力して実施します。 

(３) 子どもの文化を担う人や団体との協力・協働 

地域にゆかりのある絵本作家や児童文学者、伝承文学やわらべうた、手遊びなど

子どもの文化の普及や伝承に関わる人や団体に、各種行事や研修などに協力して

いただくとともに、図書館ホームページでこれらの活動を紹介していきます。 

(４) 地元書店との協力 

地元書店を地域の図書・出版文化の一翼を担う存在と位置づけ、各種ブックリスト

の配布や行事のポスター掲出などに協力してもらうとともに、読書活動推進の普及の

ための協働の一環としてキャンペーンや児童図書展示会の実施の依頼などを検討

します。 

(５) 普及啓発 

「広報かつしか」や「かつしかの教育」など、さまざまな機会を活用して、家庭や地

域に向けて普及啓発を行います。また、地域で活動する人や団体を区立図書館ホ

ームページで紹介し、推進活動を身近なものと感じてもらえるように工夫します。 

 

第５章 計画推進のための体制 

本計画の実現に向けて、各機関・団体がそれぞれの目標にあわせて子どもの読書活動

に携わると同時に、各機関および団体どうしの連絡や連携を密にして、本計画を実現してい

ける体制をつくります。 

１ 関係機関の連携 

(１) 学校と区立図書館の連携 

文部科学省が進める「学校図書館資源共有化ネットワーク事業」のような学校図書

館のネットワークの構築や、学校図書館支援指導員の研修体制など学校全体の課

題について、学校と区立図書館とが将来を見据えた検討を行うための連絡・調整体

制を整えます。 
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(２) 児童館・保健センターと図書館等の連携 

子どもの読書活動を子育て支援施策の１つとして位置づけていくために、子どもの

健全育成に関わる各部課の連携、協力のための実務者の連絡会の実施を検討しま

す。 

(３) 関係職員への啓発や人材育成 

区立図書館で実施している職員研修やボランティア向けの講座などに関係部課の

職員も参加してもらい、職員の意識向上や技能育成を行います。 

 

２ 地域団体との協働 

（１） 各団体間の連絡・協力体制の確保 

子どもの読書に関連したさまざまな分野で活動するボランティア団体同士の連絡

体制を整え、ボランティア団体同士の連絡会が継続的に行われていくことを目指しま

す。 

（２） 人材育成や活動場所開拓のための協力体制 

ボランティア団体同士が協力して自主的に開催する研修会を区が支援します。ま

た活動を広げたいボランティア団体とボランティアを受け入れたい保育園・児童館・

学校などとの仲介や調整を区立図書館が行います。 

 

３ 計画進捗の把握 

区はこの計画の進捗状況を把握し、効果を評価するために、「（仮称）葛飾区子ども

読書活動推進委員会」を設置し、子どもの読書活動の啓発普及を図ります。 

 

 

 

 

 

 （17年6月策定） 
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